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本報告書は,財団法人アジア人口･開発協会が,昭和63年度農林水産省委託事業 ｢アジア諸国

の農村人口と農業開発に関する調査｣を受託し,ネパール国で実施したものである.調査および

取りまとめ等については,本協会内に設置した国内検討委員会 (主査 川野重任 東京大学名誉

教授)委員を中心に行った｡

調査の目的は,｢アジア諸国の農村 ･農業開発に対する協力は,農業生産の振興はもとよりそ
れを支える農村社会の発展,農民の生活改善にも配慮しつつ,特に農村の人口扶養力の維持増大

に資するよう進めていくことが必要である｡このため,アジア諸国の中からモデル的な地域を選

定して現地調査を行い,人口扶養力の維持増大を念頭に置いた農村 ･農業開発のあり方の検討杏

行い,もって我が国の農林水産業協力の推進に資するものとする｣ことにあるo

調査に当たり,現地では,DronaS.J.B,Ranaネパール人口と開発議員フォ-ラム会長な

らびに,日本大使館 有地一昭大使,基本隆司二等書記官に計画全肘こわたるこ指導 ･ど協力を,

また,ネパ-ル国国会事務局の方々に農村での実態調査のこ協力をいただいたO

国内では,農林水産省経済局国際協力課ならびに外務省経済協力局政策課に調査内容について

のこ指導および調査の便意をいただいた｡ここに深甚なる謝意を表する次第であるO

この報告書が今後ネパール国の農村 ･農業開発プログラムと日本政府の有効な協力の進展に役

立つことを斬うものであるo

なお本報告書は本協会の責任において作成したものであり,農林水産省あるいは日本国政府の

見解や政策を反映するものではないことを付記する｡

1989年3月

財団法人 アジア人口･開発協会

押事長 田 中 龍 夫
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第 1章 総 括

1 後発低開発国ネパ-ル

ネパ-ルは,1971年,国連によってパソクラデシュ,ヒルマとならんで,｢担界最貧国｣の1
っとして位置づけられ その社会,経済的条件のあり方が原因として指摘された国である｡

｢1人当たりGr)Pは80トル前綾,GDPの年成長率は2.8%,しかも人口増加率は2.5%に及ぶJ

(D.Seddon,A StateofPoverty.VlkasPubllShlngHouse,New Dehlllntroduc-

t10n)したがって1人当たりGDPの成長率はほとんど0に等しいo国民の90%が農業に従事し,

しかもその生産性は低い｡国民1人 1日当たりの栄養摂取量は2,000calにみたず,アジアではも

っとも低い水準であるO

これが後発低開発国ネパールの経済水準を瑞的に示す諸指標であるが,これには背景としてい

くつかの条件がある｡その第1はネパ-ルが1951年になってようやく ｢王制維新｣として鎖国を

解くにいたった,いわば世界市場に対して新参の国だということである｡資源的,技術的,さら

には商品札 資本的にその交流,流通の範囲が限られては,その広汎な交流を基礎になりたって

いる世界経済の中において立ちおくれるこというまでもない｡

加えて,欽定憲法の件格の掛 ､暫定意法では,理念的原則として,｢福祉国家の建設｣を国家

目的としてうたっているが, これは逆にいえば.それだけ ｢人間能力の解放｣がおくれ.それが

課題だということになる｡たとえば,｢生活物資に対する男女平等の権利｣,｢社会の物的資源の
所見 支配の全体の利益に資するような配分｣｢富と生産資材の偏在防止｣などがうたわれ,さ
らに,｢社会的弱者保護｣,｢法の前の平等,宗艶 種鼠 カースト,性による差別の撤亀 政府
機関就職の機会均等｣,｢法による支配,身体,財産の自由,強制労軌 人身売買の禁止｣などが
うたわれている (西沢憲 郎 ｢ネパ-ルの社会構造と政治経済｣1987.p.157)が,これは現状と

してこれらの条件がなお欠けているということになるであろうし,事実, これをネパ-ルの低所

得の原因として指摘する論者はけっして少なくないO
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2 外国援助の中での経済社会開発計画

しかし,維新政府はその成立後,まず,行政機構の近代化 確立とともに,土地税制確立のた

めに従来の特権的土地制度の改革に着手し,1956年から7次に及ぶ計画の下に経済社会開発計画

事業の実施にとり組んでいるoそしてその事業推進については,圧倒的に外国援助を支えとして

いるのが特徴であるが,たとえは1984/85-1987/88の場合次表のように開発予算は経常予算の

ほほ2倍にも及ぶ｡しかもその開発予算については,無償授乳 借款を含めて,60%以上を外国

からの援助に頼る形となっている｡

表 1 政府開発予算の位置
(100万ルピー)

1984/85 1985/86 1986/87 1987/88

政 府 総 支 出

(:: : ;- :

政 府 総 収 入

〈芸国無償援 助

入

財 政 収 支

財政赤字補 填

国 借 款

内 借 入

金 残 高

8,395.0 9.7971 日,8727

2,906.2 3,5840 4,SIS7

5.4888 6.2131 7,559.0

4,8401 4,6445 5,815.0

3,916.6

9235 1,172.9 1,489.2

-3.554.9 3.979.7 4,5685

1-7549 2,5011 2,847.0

1,8000 1.4034 1.721.5

752

15,1877

4,9617

10,226.0

7.355.8

2.492.2

-5,3398

4,109.8

1.2300

出所 HMG,BudgetSpeechoftheFiscalYear
アジ7人口･開発協会 ｢ネパ-lt,の人口･開発･環境｣1987,p57

これをGDPに対する政府開発支出の割合として見れば,第3,4,5次計画でそれぞれ4.7

%,518%,9･7% (アジア人口･開発協会 ｢ネパールの人口･開発 ･環境｣1987,p.57)であり,

この事業の政府事業としてもつ重要性のほどが察せられる｡

ところで,この開発事業の内容は計画の[制札 年次により多少の差はあるが,基本的にインフ

ラの整備,農業開発に中心をおいてきたといってよい0第6,7次計画の場合は次表の通りで,

およそ3分の1が農業,濯軌 林業にあてられている｡

これは前述の通り,国民の90%が農業就業人Uで,その生産条件の改善がその所得増につなが

るという関係によることもちろんであるが,国民の消費生活の安定向上という福祉目的のために
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表2 第6,7次計画政府支出額
(100万ルビ-)

第6次計画 第 7次計

画支 出 額 1 % 支 出

額 r %農業, 濯濃,林業 6.600.0 30.4 9,840.0 3O.68,360.0 26.05.690.0 17.7(農 業) (2.SOD.

0) (10.6)(潜 航) (3ー06

0.0) (14.1)工業.鉱業一電力

5,600.0 25.8(工.鉱業)

(1ー700.0) (7.8)(電 力)

(3,800.0) (17.5)運

輸 . 通 信 4,230.0 19.Ll社会サ - ビス 】.6
60.0 7.6 1 8.260.

0 25.7そ の 他 3.660.0 16.8合 計 21ー750.0 100 32,1

50.0 100出所 TheRISlngNepalアジア人口･開

発協会 ｢ネパ ルの人口･開発･環境｣1987,p58も農業閲見 なかんずく,食糧の

安価供給が緊柴の課題であるこというまでもないからである｡それだけではないo電力の開免

道路の整鳳 学校,病院の増設,繋僻などの非農業開発投資の同時平行的増加は,当Ut]J,食糧の

需要増加を招来すること必至だからである｡つまり,その投資増による雇用機会の増帆 賃金支払

額の増加は,癖接,間接に国民の購買力を増やし,所得水準,消費水準の低いこうした国では,そ

れがただちに金程消費の増加としてはね返ってくるのである｡現在,途上国開発がその開発過程

において例外なく直面している問題はこれであり,また,その開発計画において農業開発に一般に優

先順位をおいているのはこの理由による.さもfj:ければ,食糧を中心とする消費物価の高騰

によって工業鰻先の経済開発は挫折しかねないことにもなるのである｡さらに経済成長が軌道に

乗り,安定晩 持続的に所得水準の向上をたどる場合,こうした国で

食糧需要が弾力的に増加するであろうこともいうまでもない｡今回の現地調査で,カトマンズ

隣接の町での経験として,白米の小売価格が当時の円,ルビ一見換比率 (1ルビ-←5.5円)を基準

として,日本のそれの10分の1なのに対して,豚肉,チキンそれぞれ4分の1,シガレット4分の1,それ

に卵3分の2という価格体系を発見して,考えさせられた｡国民 1人当たり実質所得が日本の10

分の1以下として,この体系であり,いずれも割高であるが,割高の程度は畜産物において大きく

,卵にいたっては日本のそれの割安ということもあろうが,檀端な割高であるoLたがってこの

ことは,所得水準の上昇とともに.この割高な畜産物に対する需要が今後際立って増加するであろう｡こ



表3 主要農産物の生産

(面積1,000lla,生産量1,000ton,収量ton)

ー961/62 1965/70 1970/75 1975/80 1980/81 1983/84 1985/86 1986/87

作 付 面 積 i.088 1,140 1,198 1,260 1.275 l,334 1.390 1.3

33米 生 産 量 2,108 2,150 2.307 2,334 2,464 2,758 2.804 2

,372面積当たり収量

卜 作 付 面 積

ウモ 生 産 遍ロ

コシ 面積当

たり収量作 付
面 積′ト

生 産 量塞
面積当た

り収量作 付 面 積
大
生 産 量

麦 面積当たり収

量作 付 面 積

粟 生 産 量面積当

たり収量作 付 面 積甘

生 産 量庶 面積当たり収量

ジ 作 付 面 積 30 42 47 144 52

て 生 産 量 37 43 49 55 59

ト 面積当たり

収量作 付 面 積

油 生
産 量種

面積当たり収量

作 付 面 積夕バ 生 産 量コ 面積当たり収量作 付 面 積柿チ 生 産 量ト 面積当たり収量

出所



あろうと考えたことであった｡

ところが,乙の農業開発が必ずしも所期の成果をあげていないのである｡理由としては,数次

にわたる計画が,資金不足などのために必ずしも計画通りに進軌 実現できなかった面のあるこ

とを否定し得ない｡しかし,必ずしもそれのみではなかったのではないか｡そうすれば,その理

由はどこにあり,その解決策はこれをどこに求むべきか｡これが課題であるが,まず,実績を見

よう｡

表3がこの4分の1Ly紀聞の生産の動きであるが, これを受けて,Nepalの StatlStlCal

pocketBook 1988は,1985/86年度の場合,栄,トウモロコシ,小麦 大麦,粟の生産量を総

計4.437,610トンとし,これは国民の消費需要をみたすに足りるものだとしている.しかし,その

消費水準の低さについては既述の通りである｡

そして全体としての印象は人口が2.6%水準での増加を示しているわりには生産は停滞的という印

象である｡米の作付面積の増加は25年間に25万へクタ-ル,年平均1万ヘクタール,年率にして

1%足らずだが,面積当たり収量はほとんど増えず,横ばいか,低落気味でさえある｡トウモ

ロコシは面積はいくらか増えたが,面積当たり収量はむしろ漸減傾向にある｡

小麦の作付面積はおよそ3倍増だが,面積当たり収量は微増である｡ひとり商品作物としての

甘庶が作付面積も倍増で,収量もまた伸びているが,油種は面積は増えても収量は櫨ばいに

近い｡

農業開発重視の経済社会開発計画の進行にもかかわらず,なおこの事態であるOその理由は何

か｡われわれはこれを実地に確かめるべく,丘陵地帯2地域の2カ村を選び,アンケート,面接

調査による住民対象の調査を行った｡
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第2章 概 要

1 一般概要

(1) ネパールの国土

ネパ-ル王国は,北緯26度20分～30度30分,東経80度15分～88度15分に位置するO東西の長さ

は約835km,南北の幅は東部で140km,西部で240kmである｡そして国土面積は14万kTaである.

緯度からみれば,ネパールは亜熱帯地方に属する｡しかし棟高によってネパール国内の気候 ･

風土は大きく異なる｡南のインド側から見ていくと,海抜61mから300mぐらいまでタライ平原お

よびシワリ-ク丘陵に囲まれた内部タライ(以下,両者を合わせて｢タライ｣と略す),海抜1,000

mから3-4,000mまでの丘陵･山岳地帯,海抜3-4.000m以上のヒマラヤ山岳地帯に大別でき

るoタライの気候が亜熱帯であるのに対し,丘陵 ･山岳地帯では暖温帯から温帯,冷温帯-と変

化し,ヒマラヤ山岳地帯では耽寒帯,寒帯になる｡

この違いに対応して,ネパールの主要産業である農業の生産活動も大きく異なる｡タライで紘,

潜流開発が進んでおり二毛作 ･三毛作も可能であり,水稲や商品作物の生産が主に行われている｡

丘陵･LLF岳地帯では冬に大麦や小麦 夏にソバ,ヒエ,メイズが生産されているoまた盆地では

水稲も生産されている.ヒマラヤ山岳地帯では牧畜が主に行われているo農業生産性に関してい

えば,タライがもっとも高く,丘陵 ･山岳地帯がこれに次ぎ,ヒマラヤ山岳地帯がもっとも低い｡

このような格差を是正し,3つの地帯のバランスのとれた発展を進めるために,ネパール国土

は縦割りに5つの開発区 (DevelopmentRegions)に分けられている｡東から順にみると,東

部開発区 (メチ,コシ,サガル マタの各県<zone>からなる),中央部開発区 (ジャナカブ-ル,

バグマティ,ナラヤこ),西部開発区 (カンダ+,ダウラギリ,ルンビニ),中西部開発区 (カルナ

リ,ラブティ,ヘリ),極西部開発区 (セティ,マ-カリ)があるO上述の目的から,これらの開

発区は,それぞれにタライ,丘陵･山岳地最 ヒマラヤ山岳地箱を縦断するoLかしこれらの閃
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発区間で格差が生じている｡もっとも開発が進んでいるのが首都カトマンズに開発区庁を置く中

央部開発区であり,もっとも遅れているのが極西部開発区である (井上,1986)0

(2) ネパ-ルの経済社会開発計画

ネパ-ルの経済社会開発計画はすでに第6次吉t画まで行われ,現在,第7次計画が進行中であ

るo各計画の行われた年次は次のようになっているO第1次計画 (1956/57-60/61), 3ケ年

計画 (1962/63-64/65),第3次計画 (1965/66-69/70),第4次計画 (1970/71-74/75),

第5次計画 (1975/76-79/80),第6次計画 (1980/8l～84/85),第7次計画 (1985/86-89

/90)0

現在進行中の第7次計画は,第6次計画の延長線上にあり,①高い成長率で生産を増やす乙と,

㊥生産的雇用の機会を拡大すること,④国民の最低限の基礎的ニーズを満たすこと,という3つ

の目標を第6次計睡了から引き継いでいる｡そしてこの目標を達成するための開発戦略として,(a)

農業部門開発の最優免 仙森林鄭原の開発と土壌保全,fc)水資源の開発,(d)工業の育晩 (e)輸flJ,

の促進,lf)観光資源の開発,(g)人口成長率の抑軌 lh)国家的な経済的統合を図ること,(i)政府だ

けが経済開発を担うのではなく,パンチャヤット1,)政府所有企業,民間部門に分散させて,能力

と競争力のある部門に投資すること,川開発行政機構を強化 ･統合すること,が提示されている

(NationalPlanning CommlSS10n,1985)0

なお上述した開発計画の流れの中で,第4次計画から第5次計画にかけて,方針の大きな転換

があった (井上,1986)｡第4次言1画までは資本集約的で長期にわたるプロジェクトが主だったが,

けっきょくは未完成のプロジェクトが残される形になったoこのため,第5次計画では投資効乳

生産効率を重視する生産指向型プロジェクトが重視されるようになった｡

ところがこの方針転換のため,かえって地域間格差が拡大したO投資効率や生産効率を重視す

るということは,すでに社会資本の整った,それゆえ短期的に投資効果の上がりやすい地域に投

資が集中することを意味する｡このため,開発地区の中では中央部と東部,3つの地帯の中では

タライに投資が集中することになった｡とくに,地理的にも人種的にもインドに近いタライが経

済的に発展したために,タライと岳陵 ･山岳地帯との利害関係が複雑になっている(井上 1986)o

(3)人 口

国連中位推計によれば,1988年のネパールの人口は1,823万人であり,2000年には2,408万人に逮す

ると予測されている｡前回1971年センサスから1981年センサスの10年間の人u年平均増加率は2.66%

であるOこの高い人口増加率は死亡率が医療等の改善により徐々に低下矧句を示しているのに対し,

出生率の低下速度が遅いためであり,2000年位までは2%以上の増加率が継続さjlると予測される｡

しかしながら,地形区分別に人口変化をみてみると格差が観察される｡表 1は地形区分別のセ

ンサス間の人口変化を示したものであるが,山岳部の増加率が1.36%,丘陵部が1.67%であるの

に対して,クライ地区の増加率は420%であり,タライ地区における人口増加率が非常に高いこ
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とが明らかである｡

表1 地域別人口およびセンサス間人口増加率

出所)CcnlralBurezluOfStatlStlCS.StatESLECalPocketBooIINepal198

4地形区分別の人口変化について,まず,自然増加率に

ついて検討してみよう｡ネパ-ルでは出壁,死亡に関する登録制度か徹底していないことから,人口動態に関する統計は不完全

である｡そのため,人口動態統計については標本調

査に基っく推計が行われている｡表2に示した通り,出生率については,丘陵部がもっとも高く,タライ地区,山岳部の順

になっている｡一九 死亡率に関しては,乳児死亡率および出生時平均余命からみると,丘陵

部がもっとも低く.山岳部,タラ

イ地区がこれに続いている｡したがって,自然増加率でみると丘陵部の方がタライ地区より高い人口増加率を示していることになる｡表2 地域別人口動態

統計指 標合 計 出 生 率標 準 化 出 生 率 (%｡)乳児死亡率(対出生1,000)出 生 時 平 均 余 命 (1981年)山 岳 部 丘 陵 部 タ ラ イ578 6.03 5

803971 41.96 41.38111 103 1

2051.8 53.4 502注1)各指概とも
トラノセルモデルによる推計値O注2) 乳児死亡率,出生時平均余命については山岳部,丘陵

部が1984年.タライが1983年｡出所)出生率･CentralBtueIillOfStatlStlCS JnEeree'ZSalaLmgeS0/
SomeKey Ce12SuS ValEabLes T̂epaL19Lq/5481



入し,タライ地区の人口増加は自然増加の上昇に社会増加が加わり,急速に加速化されているO

ネパールの人口センサスでは移動デ-夕は出生地別に集計されているため,表3にはtlj.生地別の

人口を示した｡純移動数からみると,LLF岳･丘陵部からタライ地区への人口流入が明らかである｡

蓑3 出生地別人ロー1981年

居住地 出 生 地 合 計 純移
動数山 岳 部 丘 陵 部

夕 ラ イ山岳部 33,423 2.196 35,619 26

1.567丘陵部 134,254 35,669 169,923

424,711夕ライ 162,832 561,211 724,04

3 +686,178全 国 297.086 594ー634 3

7ー865 929.585出所)CentlaIBtlreauOfStatlStlCS .5'tatlSttCalPochelBookN

epal1988すでに表1に示したようにネパールでは人口の56.4%が山岳･丘

陵部に居住しているわけであるが,この区域の居住空間は必ずしも広いとはいえない｡表4は地

形区分別に総面積と耕作地に対する人口密度を示したものである｡土地面積からみるとLLl岳･丘陵部

の面積比率は10,3であるのに対し,耕地面積比率は1:1,32と逆転しており,タライ地区

においては総面積に対する可耕地面積が高いことがうかがえるo総面積に対する人口密度は山岳

部,丘陵部ともにタライ地区よりも低いものの,耕作地に対する人口密度は山岳部でタライ地区の2.

3倍,丘陵部では1.6倍の高い比率を示している｡山岳･丘唾部の耕地面積当たりの人口密度と地形

条件および1971 81年のセンサス問の人口増加率を考慮すると耕地面積の拡大は,山岳 ･

丘陵部において限界に達していると考えられる｡こうした状況の中で高い自然増加率に起Eqする

土地に対する人口圧力は,農耕には適さない土地でも耕作を進めるという事態を引き起こしている

Oエネルギー源の不足から燃料は薪に依存しており,樹木の伐採は森林資源を枯渇させている

｡このような林野への無秩序の開墾は土壌の侵食も含めた環境の破壊を招き,土地生産性を低めるという

悪循環を生じさせているOすでに述へた通り,ネパールの人口増加率は年平均2.66%の高率

であるが,国内の農業生産はかろうじてこの人口成長にみあう状態である｡しかしながら,食糧

生産を地域別にみてみると,山岳･丘陵部では食糧不足であるのに対し,タライ地区では生産過剰

となっているo表5には過去10年間の金棒生産量と必要量の変化を地域別に示したが,山岳･丘陵

部の食糧生産量は停滞的である｡これに対し,タライ地区における食糧生産量は増加傾向にあり,

山岳･丘陵地区の食糧供給地になっている｡しかしながら,食糧不足地域である山岳･丘陵地帯へ

の食糧供給には輸送コストがかかり,そのうえこの地域における購買力も低い｡そのためタライ

の余剰米は不足地に流れず国境を超えてインド市場に流出する場合が多く, このことが金程不足をさらに深刻化させてい

る(



表4 地域別面積および人口密度

出所)CentlalBureauofSt<TlttSttCS.InterceTTSOLCIzaTlgeSOfSomeKe
y CbnsusVortablesNepalI952/54 81

,1985表5 地域別食糧生産量および食檀必要量年 次 食糧生産量(10位 トン) 食糧必要量(10倍 トン) 塞(10倍 トン)

山岳部 丘陵部 夕ライ 山岳部 丘陵部 夕ライ 山岳部 丘陵部 夕ライ1975/76 131 872 1,468 150 944 819 19 -72 6491979/80 106 709 1,1

86 144 1,002 889 38 -293 2971985/86 123 988 1ー641 181 1,175 1,223 -57 187 417出所)1975/76,197g/80:MlnlStryOfAgHctlltule,jlgrwILlllLraLStatLSl'cso

/Nepal19831985/86･Ce-llralBureauof

StatlStlCS,Stal'sEtcalPocheEBookNepal1988.2 農業事情(1)

農業の基本 的特徴ネパールの国民経済において,農業は決定的に重要な産業分野となっている｡1986年

時点で国内総生産に占める農業のシェアは62%となっており,また総就業者に占める農業就業者のシェ



からである｡第1に,人口規模も小さくまた1人当たり所得水準もアジアではもっとも低いので,

国内の市場規模は小さく,工業化の必須条件ともいえる工業での規模の経済を実現させることが

不可能となっていることが,工業化の困難な大きな理由となっている｡ついで,内陸国land-

rocked countryでありインドとオープン･ホ-夕-で接していることから,工業化のための国

内市場保護政策の採用もほとんど不可能な状態になっていることが,第2の理由である｡

過去の農業部門の実質経済成長率 (実質付加価値での成長率)紘,1965-1980年で1.1%,1980

-86年で4.8%となっている (WolldBank,1988)01980年代の成長率はかなり上昇しているよ

うになっているが, これは天候等の影響を受けた短期的現象といえる｡長期趨勢としてほ,はは

人口成長率にみあう程度の農業成長率しか実現しえていないといえる0

1986年度で,穀物の輸入量は3,000万トン,また金程援助量は9,000万 トンという水準である｡

国民1人当たりにすると,穀物輸入量は1.7k9,また食糧援助量は5.1k9という水準であるoアジ

アに位置するネパールと同様の最貧国バンクラデッシュ,同じ年度に穀物輸入量 ･食糧援助量と

もに国民1人当たりではほ12k9の水準になっているのに対比してみるとき,ネパールの農業のパ

フオ-マンスはまだ良好といえる (WorldBank,1988)｡しかし,全体としてネパールの農業

成長はかろうじて単純再生産を維持しているにすぎないのである｡ 1人当たり栄養摂取量は2.000
カロリー/日前後で,アジアではもっとも低い水準となっている (WorldBank,1988)O

今日までネパ-ルの農業を動かしてきた最大の要因は,その高い人口成長率であった｡ この高

い人口成長への農業の適Lt;紘,基本的には環境利用率の向上であったといえる｡丘陵･山岳地域

では,その棚田に典型的に示されているように,利用しうる農用地はその極限まで利用しつくさ

れている.森林の減少やそれにともなう表土の流出といった事態が顕在化してきていることに示

されているように,環境利用は過剰利用の憤向を示している｡また,潜流事業が可能であったタ

ライへ,丘陵 ･山岳地域から人口移動が続いているのも,環境利用率の向上の-fRIj面であるO

全国平均でみると,面積当たり,穀物収量の水準はアジアではもっとも低いoたとえは,籾の

ha当たり収量も2トン以下 (後出図3)となっており,この水準はアジアでは最低の水準である｡

面積当たり肥料投入水準も,ほほアジアでは最低の水準にある｡これは,丘陵 ･山岳地といった

生態系の条件に規定されて,農業の技術革新の可能性がネパールでは大きく制約されていること

を示しているo丘陵地域では,盆地で小規模な河川水利用の伝統的潜流がみられるがその拡大は

容易ではないし,またそれ以外の丘陵 ･LLF地部では完全に大水依存型の農業生産しか行いえないo

河川水利用型の潜流が可能11タライ平噺 こおいてたけ,高収量品種の導入を軸とする農業技術革

新が可能となっているだけである｡

農業開発戦略として,パンチャヤットを通じて種子 ･肥料を農民に流すチャネルはそれなりに

整備されてきたといえる (S.Poudyal,1983)｡しかし,伝統的な農村制度の改革はあまり進ん

でいない01964年の土地改革法によって耕作者に所有権を与える方向は確立しているが,伝統的

な不在地主制の解体は決して充分ではないOまた小作人からの地代収集を請負うジミダリ制も必

ずしも解消しているとはいえない (S.P.Yadav,1984)o耕作農民に充分な経折的インセンティ
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プを与えるような農村制度にはなっていない｡

ネパ-ル農業が単純再生産しか実現しえていないのは,以上のように,ネパールの生態系の条

件と,もうひとっには伝統的な農村制度の存続とがその基本的な理由となっている｡

(2) 農業生産

農業生産は気候,地形,士風 水利条件等により大きく支配されるOネパ-ルではこれら条件

の中で気候,地理的条件が農業生産量を支配する重要な要因であると考えられる｡聴熱帯モンス

ーン気候に属するため農業生産はモンス-ンに大きく支配され,とくに天水に頼る作物である水

瓶 メイズ等への影響は大きい｡また,LLj岳 (MountEun),丘陵 (H上ll)およびタライ(Teral)

紘,それぞれの特性を反映した農業生産が営まれているOとくにクライ地帯は1960-1970年にか

け移住,開発が進みその他環的,気候的条件を活かしネパールの農業生産上きわめて重要な穀倉

地等となっている｡

図1-3に主要穀物の1967年～1986年までの作付面葺乳 総Ji東嶺およびへクタ-ル当たりの収量

の推移を示した｡

これら主要穀物中でタライ地帯では水稲と小麦が,丘陵地帯では小麦とトウモロコシ,また山

岳地帯では大麦の生産がそれぞれ中心となっている.各穀物の作付面積に関しては小麦が顕著な

増加傾向を示している以外,他の4穀物は若干増加しているに過さないo主要穀物の生産量に関

しては,作付血積が増加している小麦は増加しているが,モンス-ンの降雨に依存する水瓶 ト

ウモロコシの生産量はきわめて不安定である｡さらにヘクタール当たりの収量は楓 大麦および

小麦および小麦とも20年間はと/tJど変化はなく,基幹作物である水稲, トウモロコシに至っては

減少している｡このように生産性が向上していないもっとも大きな原因は,人口増加にともなっ

て農地の拡大がほほ飽和状態に至していること.農家の経済的制約により高収量品種,農薬 ･肥

料の導入が困難であること,さらに主要穀物の増収,安定生産を行うためには濯概設備の導入が

不可欠であるが,零紳 ･小規模農家が多いネパ-ルでは困難であるとなどが挙げられる｡

(3) 林 業

南北約180kmのなかに標高5,500m以上の山岳地形が存在する地形的条件を反映し,植生の垂直

分布は3.700nl以上の高LLF草原地最 2,700m以上の針葉高木林苗,1,500m以上の常緑照葉樹林筑

その下に広がる東熱帯林がベルト状に存在しているO森林資源は家畜飼料,燃料用として伐採さ

れ,現在でも家畜飼料の40%,燃料の75%をこれに頼っている｡ネパールの森林面積は550万ヘク

タールあり,国土の37%を占める｡その森林利用形態 (樹種)は図4のように広葉樹がもっとも

多く37.8%を占め,混合樹林,針柴樹林のJ脚こなっているo

樹目の大きさによる分布は図5に示したとおり小瀧木がその大部分を占めている｡林業

部門マスター計画 (Master Plan Forthe Forestry Sector Project), 森林の減少

に対 して植林等の対策の必要性を強調 していることからも判断されるように, この森林
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図1 主要作物の作付面積
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出所)MlmStryOfAgrlClllture Ag'7CulturalStdtZStLCS0/Nepal,1983

図2 主要作物の生産量
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出所)図 1に同じ｡

図3 主要作物の面積当たり収量
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地域での森林伐採はかなり急激であり,ネパールの国土利用計臥L大きな問題となって

いる｡

(4) 畜 産

ネパールでは集約的な畜産業は成立していない｡この理由は集約的に飼育するための家畜飼料

の確保が困難であること,また利用可能地の大部分が農業生産のために利用されるために放牧地

の確保が困難であることが挙げられるDさらに消費面から考えると乳製品の消費はあるが,宗教

的理由により牛,豚の肉消費量が少ないことが挙げられる｡

図6に1986年の家畜頭数を示した｡家畜頭数は鶏がもっとも多く,次いで牛,山羊,バ ッフ ァ

ローの順を示している｡鶏は鶏卵採取および鶏肉利用を目的として各農家で飼われてるため頭数

も多いo牛は神聖な動物とされ,人と共存し放し飼いの状態である｡ これらは一部,農耕用とし

て用いられるが主目的は牛乳採取であり食肉として利用されることはないo食用牛肉ははと/I,ど

インドからの輸入に頼っている｡ネパールの山嵐 丘陵地帯では山羊がもっとも飼育しやすい家

畜であり,また水牛の飼育には十分な水と牧草の確保が必要であるためタライ地帯は水牛の頭数

が多い.これらは採乳,食肉用として利用されるO

(5) 農業の開発計画 と国際協力の課題

前にもふれておいたように.現在の第7次計画は,農業･森林･澄概等農業開発に重点をおい

ている0 7次計画期間中の開発支出の部門別配分は.第1表に示した通りである｡直接的に農業

開発に関係している農業･森林･瀧概への支出は全体の30パーセント弱であるが,運輸･通信ま

た社会サービスのなかにはいうまでもなく農業開発にとって重要な支出がふくまれている｡この

点で,ネパ-ル経済にとってもっとも重要な部門である農業部門がかかえている困難がはっきり

と政策当局によっても認識されていると判断しうるOさらに,たんに農業開発関連分野へ開発支

出の重点をおいているだけではなくて,この計画ではこれら資金の利用効率を引き上げることにも

注意がはらわれている事態も鰯祝すへきではないO

ところで,この開発計画の大きな問題点は,この開発資金の供給源であるO公共部門 (パンチ

ャヤット部門も含む)支出額の約300億ルビ-中,200倍ルピーは外国からの援助の受け入れを予

定しているのである｡ネパールがアジアのなかで最貧国として国際的に位置づけられていること

を考えると,7次計画がこのように高い外国援助依存率を予定していることは非難されるべきで

はないであろう｡各部門別支出のうちどの程度が外国援助依存を予定しているかは定かではない

が,外国援助の大半が農業開発支出になると考えておいてよいであろうO

援助供与国をみると,日本が現在では最大の援助供与国となっている｡それ以外には,ネパー

ルが国境を接しているインド･中国が重要な援助供5･国となっている点は注目に値する｡インド

は,電力･輸送,中国は同じく電力･輸送,そして繊維工業に対して援助協力を実施している｡
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図4 森林の土地利用
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さらにアメリカは,農業 ･保健 ･家族言佃 の分野で協力を実施している｡

我が国は,現在ネパールに対する援助 ･協力供l=j･の点でネパールにとってはもっとも重要な国

となっており,各種の資金協力 ･技術協力を実施している｡

資金協力中無償協力では,農業 ･医療保健 ･通信･運輸に重点がおかれている｡農業に関して

紘,食糧増産援軌 食糧倉庫の建設等が行われている｡技術協力において紘,研修生の受け入れ

と日本からの専門家派通が重要であるが, これらの大半は農業関連である｡

資金 ･技術協力いずれにせよ,日本からの援助 ･協力はネパ-ルの国家としての経済開発計画

の目榛にそったものであり,これは同時にベ シック･ヒュー マン･ニーズの基準にもとづいた

ものとなっているoところで,ネパールの第7次計画自体が認めているように,援助資金をふく

めた開発支出の利用効率をいかに引き上げていくかが現在のもっとも大きな問題であることを考

えるとき,日本からの種々の援助 ･協力に関してもその効率性の向上をはかることが必要であろ

う｡

日本からの協力の課題としても,たんにインフラ･潜航への控助を増加させることだけではな

く,その効率性の向上をめさして,ネパ-lL/の生態系の条件に適した農法に関する試験研究をも

っと充実させる必要があろうO丘陵 ･山地の環境に適 した各種作物の品種改良とその栽培法に

関する試験研究の充実である｡また,表i流出への対策としての森林関連の試験研究も重要な協

力課題となろう｡

蓑6 7次計画の開発支出

(単位●100カルビー)

公共部門 民間部門 パンチャヤツト 合 計

農業･森林･濯況

鉱工 業 ･電 力

運 輸 ･ 通 信

社会 サ ー ヒス

A 計

9,340 7,300 550 17,270

7,860 4,270 30 12,160

5.600 2,028 600 8,310

7,260 8,290 820 16,370

30.150 21,960 2.000 54,Ilo

出所)TlleRISlngNepal

参考文献

(i) -一般概要
井上恭子.1983｢ネパールの経済開発計画｣『アゾアトレンド3第24号O
井上恭子,1986｢経済｣石井 浦(編) 『もっと知りたいネパール』弘文堂o
Nat10nalP】annlngCommlSSIOtl,1985.TJle良 IjeTithPLnTZ1885-1990(A STLmmaly),HIS
MajeStySGoveLllnlentPress

r2)農業事情
HISMajestyGovetnnlCnt,1986/87,TheR,.qLng Nepal
Wol~tdBank.1988,lllorLdDeuelopmenEReport198R
SrlanPoudyal.1983▲ PLoTITled Deuelopmen= THVepal.
S氏.Yadav,1984, 1Vepal.FeEJdalTSm a'l(IRzLralT,･ansforIT"ねom.

(汰)

1) ｢パンチャヤット｣とは,元来,インドにおける共同体の長老会議に相当するもの対してに用いられて
いたことばであるが,1962年にマヘソドラ荊国王が発祁iした新憲法において,ネパ-ルの行政･議会制度
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として正式に制変化された｡現在ネパールの行政機構は国家の下に,5つの開発地方(当初は4つ),14の
輿 (アンチャル),75の郡 (ジーラ),4,000近くの附t村に段階的に組織下されている｡ ｢村パンチャヤット｣
とは,村議会のことを意味し.村落を9つに分けた区 (ワ-ド)から選出された議員によって構成される
(各区5人つつ,合計45人)Oまた,自然村と区別するために,｢村パンチャヤット｣を行政札 あるいは
その区域の意味に用いられることもある (本文では.この意味で剛 ､ている)｡さらに,村パンチャヤット
の議員の中から間接選挙で,郡パンチャヤット議員が選ばれるO国政にたすさわる国家パンチャヤット議
員も当初は間接選挙で連出されたが,1980年の患法改正により140議席中128議席は普通直接選挙で選ばれ.
残り12議席は国王の任命による勅遠議員が占めている｡
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第3章 調査対象郡の現状

1 バクタプール郡

(1)バクタプール郡の概要

バクタプール郡は,中央開発地方の-グマティ県に属し,カトマンズ盆地の東側を占めているO

郡の*心は,18世紀後半にシャ-王朝に滅ぼされるまで栄華をきわめたマッラ王朝の王都の1つ

であったバクタプールの街である｡市街地は,カトマンズから車で東に30-40分行ったところに

あり,カトマンズやパタンの街に比べると,現在でもネワ-ル文化の榛雑で精微な雰囲気をもっ

ともよく残している｡町パンチャヤットの人口は,1981年で48,472人で,郡全体の30.3%ほどを

占めている｡郡内には, このバクタプール町パンチャヤットのほかに,21の村パンチャヤットが

あり, これらの周辺地区は,古くから穀倉地帯として有名であった｡

郡全体の人口は,1971年が110,157人,1981年が159,976人と10年間のあいだに45.04%も増加

し,年平均人口増加率も3.79%と全国平均の2.66%よりも大幅にうわまっている (衰1)0(-ク

クプール郡庁の調べによると,1987年の郡総人口は160,868人 郡総面積は138平方キロで,人口

密度は1,165.7人/平方キロとなっている)｡これは,自然増加だけでなく,タライ地方や丘陵地

等からの移住者の増加も大きな要韓となっていると思われる｡というのも,バクタブ-ル郡の土

着民であるネワ-ルは,1971年の69,274人から1981年には79,058人と14.1%増えたのに過ぎない

のに,一方,ネパール語を母語とする人口は36,882人から69,336人と88.0%も増加しているからで

ある｡さらに,クマンの人々が3,862人から7,594人と96.6%も増え,1971年の統計には載らなか

ったような,アバディやライ･キランティ,ラジバンシなどの民族も1981年の統計には登場して

きているoLたがって,ネワ-ルの全体に占める割合も,62.9%から495%と10年間の間に大幅

に落ちているoただし, これらの移入民は,市街地内や外輪山の丘陵部に居住している者が多く.

盆地の平坦な水田地帯に進出したものは少ないと思われる (表2)0
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1981年における就業人口69,225人のうち,農業従事者の割合は81.4%で.以下,事務織8.2%,

商業5.5%,工業 ･手工業2.0%,その他2.9%となっている｡この統計では,女性のうち31.9%は

主婦として非就業者として除外されており,実際の農業人口はもう少し多いと思われるが,ネパ

ール全休からみると,非農業者が多く,古くから商業 ･手工業 ･工芸の街として栄えてきたバク

タプールの様子をうかがわせる (ネパ-ル全体の農業従事者の割合は,91.1%)O事務職のなかに

は,カトマンズにバスで通勤している人の数もかなり多いと思われる.また,就業人口に対する

求職人口は,1.9%で,完全失業率は低い｡11

郡内にはキャンパス (高校卒業後2年間)が4枚 公立高等学校 (8年次～10年次)が28玖

公立中等学校 (6年次,7年次)が47晩 公立初等学校 (1年次～5年次)が68校あり,そのほ

か私立高等学校が4校,私立初中等学校が約30はどある｡また,市街には総合病院が1つあり,

そのほか郡内には9つのクリニックが整備されている｡

(2) バクタプール郡の農業畜産状況

バクタブ-ル郡の農業の中心は,表3に示さjlているように,水田耕作による稲作とその裏作

の小麦である｡主要穀物の総生産に対する割合は,栄 (53.8%),小麦 (32.1%),大麦 (0.0%),

トウモロコシ (13.9%),秤 (0.1%)と,実に米と小麦で85.9%を占めている｡米の過去4年間

の平均単位収量4.150kg/haというのは,全国平均の2倍以上であり,ネパール全土で最高の値である｡

小麦も同様に全国平均の2倍弱という全国一の単位収量をあげているoまた,水田のうち,663

%にあたる3,184ヘクタールは簡易水路を中心に,なにがしかの形で液概されている (郡庁調べ)｡

バクタプール近郊が,もっとも生産性の高い穀倉地といわれるゆえんである｡

24年程前に台湾系のタイチンと呼ばれる改良型稲籾が導入され,また,20年くらい前より,化

蓑1 バクタプール瓢 カプレバランチョーク郡の人Fl,面積,人口密嵐 その他

バク夕プール郡 カプレ- ラヾンチヨーク郡

1971年 1981年 1971年 1981

年総 人 口 110,157 159.767 245,165 307,150

(人)男 性 56,550 81,833 122,077 156.2

18(人)女 性 53,607 71,934 123.088 150

.938(人)世 帯 数 18.908 25.047 41,613

49,545(戸)平均世帯員数 5.8 6

.4 5.9 6.2(人)識 字 率 24.2 32.4 1

1.2 24.3(6歳以上)面 積 139 11

9 一,446 1.396(kTO人 口 密 度 712 1,343 170 220(人/bra)

人口増加率 3.80 2.29(%)出所)NepalDLSIT7CEProfile,PopulaEton,NationalResearchA



表2 バクタプール郡.カプレバランチョーク郭の母語別民族言語集団
(人)

バクタプール郡 カブレ･バランチョーク郡

1971年 1981年 1971年 1981年

36,882 69,337 143,605 194.853

26 401 5 1,668

1 72 206

69,274 79,058 26.311 29.611

2 515 23 461

3,862 7,594 72,605 72,042

102 68

12 2 31

71 439 648

18 10

480 49 1,723

15 103 1,165 237

9 53

55

322 134

8 11

6 65 71

38 233 1,280

3 426

642

40 1,613 21 3,617

出所)NepalDLStTICtPt10/Lle,PoplLlaELOTt.NatlOnalResealChAssoclateS,1987.

学肥料が普及しはじめ,単位収量が増大してきた｡化学肥料の投入の目安は,水田の場合,以前

は1へクタ-ルにつき窒素80キロ,燐酸60キロ,カリ40キロであったが,最近では収量が減少傾

向にあるので,窒素120キロ,燐執弓0キロ,か )60キロとされている｡肥料はネパール製もあるが,

おもにインド製,日本製, ドイツ製などの輸入物が用いられ,尿素の50キロ袋がだいたい20∩ル

ピーくらいである｡農業協同組合 (サシャ)でも小売商でも買うことができるが,郡庁の話では,

多くのひとがサシャを利用しているという｡

現在,バクタプール郡には8名のJT (Junior TeclmlClan)と12名のJTA (JuniorTech-

nicalAssIStant)が農業改良普及員として配属され,また,PLA (PanchayatLevel

AgrlCultul､lSt,パンチャヤット･レベルの篤農家)として43名が指定され,それぞれが農業改良

に取り組んでいるoただし,バクタプールにはパタンにあるような,農業改良のための研究所は
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表3 バクタプール軌 カプレり ラヾンチョーク郡の農業生産

年 度 バククプール郡 カプレ.バ ランチョーク郡 全国平均面 積 収 量 単位収量 面 積 収 量 単位収量 単位収

量ha ton k昏/ha ha ton k9/ha k9/

ha1983/84 4,830 21,730 4,499 11,620 23,240 2.000 2

,06684/85 5,220 21,920 4,199 5,940 9,080 1ー52

9 1,968米 85/86 4,900 ー9,070 3,900 12,620 18,930 1,

500 2.01686/87 4,800 19.200 4.000 12,500 21,400

1.712 1,779平 均 4,938 20.480 4,150 ー0,670 18,1

63 1,685 1,957ー983/84 4,910 13,750 2,800 7,000 11

,200 1,600 1.343′ト 84/85 5,480 12,280 2,241 7,00

0 8,400 1,200 1,18185/86 5,490 11,530 2,ー00 9,

000 9,900 1,100 1.239麦 86/87 5,380 11,300 2,100 14

,740 16,210 1,100 lt310平 均 5,315 12,215 2,31

0 9,435 11,428 1,250 1.2681983/84

20 20 1,000 300 300 1,000 897大 84/85 20 20 1,000 320 300 938 857

85/86 10 10 1,000 300 280 933 799

麦 86/87 10 10 1,000 310 300 9

68 857平 均 15 15 1,000 308 295 960 853卜 1983/84 2,

430 4,860 2.000 22,000 28,600 1,300 1,5日ウコ 84/85 2

,300 5.750 2,500 10,100 10,220 1,012 1.417モシ 85/86

2.200 5,500 2,500 22.390 30,400 1,358 1,421ロ 86/87 2.200 5,000 2.273 22,300 25ー000 1,171 1.384
平 均 2,283 5,278 2.318 19,198 23,555 1.210 1

ー4331983/84 130 130 1,000 1,too l.1

00 1,000 92884/85 180 200 1,111 1

.470 1ー320 898 926稗 85/86 50 50 1ー0

00 1,200 950 792 91386/87 40 40 1,000 1.100 1,000 909 9

07平 均 100 105 1,028

1,218 1,093 900 9191983/84菜 84/8585/86

種 86/87平 均ジ 1983/84 530 4,770 9,00

0 1ー500 12,000 8,000 6,505ヤ R4/85 500 4ー000 8

,000 1,600 11,200 7.000 6,411ガ 85/86 500 3.0

00 6.000 1,500 7,500 5,000 5,099イ 86/87

510 3,060 6,000 1,520 8,000 5ー263 5,338モ 平 均 510 3,708 7,250 1ー530 7,875 6.316 5,838

出所)DepartmentofFood



なく,なかなか改良品種が普及しないという悩みもある.また,農業開発銀行 (ADB)から低

利の融資を受ける乙ともでき,返済は金銭でも収穫物の ･部をあてることもできるO

郡庁の調べによると,郡内には,在来型の乳牛が6.433現 改良型の乳牛が4,797頑飼われてい

る｡改良型の入ってきたのは,ここ10年ほどで,ミルクの出かたがかなり違うという｡牛は乳製

品をとるためのほかに,牛糞を肥料や燃料として用いるのでかなり重要である｡ただし,ヒンド

ゥ-教徒にとって牛は神様なので,食肉としては用いられず,牛が死亡した場合は土に埋め,そ

の上に果樹を植えたりしているo水牛も在来型が3,970頑,改良型が6,027頑おり,これは,搾乳

用,耕作用,肥料用のはかに,食肉用としても用いられるO飼料としては,おもに藁と草が与え

られているが.飼料不足は郡全体の大きな問題となっている｡50キロ袋が150ルビ-ほどで売られ

ている配合飼料を,利用している人はまだ少ない｡

10年まえと比較して,農村人口の増加のために, 1Ltf帯当たりの耕作面積は減少してきているo

Lかし,全体としては,澄i那転設の普及のために水田面積は増え,また,道路や電気 飲料水lj:

どの整備によって,生活水準は少しづつは良くなっている｡農業に関しては,今後は,技術革新

や改良普及を進めるとともに,野菜や果樹の栽培にも力を入れていきたいと.郡の役人は語って

いた｡

2 カブレパ ランチ ョ-ク郡

(1) カプレバランチョーク郡の概要

カプレパランチョ-ク郡は,中央開発地方のバグマティ県の北東部の丘陵地帯に位置している｡

郡の中心は,ヒマラヤの展望で有名なドリッケルの町である｡郡内には,ドリッケルと′ヾネパの

2つの町パンチャヤットと93の村パンチャヤットが存在している｡総人口は,1971年が245,162

人 1981年が307.150人,10年間で25.28%の増加である｡年平均人口増加率は,2.29%で,全国

平均の2.66%より低くなっている｡郡全体で1,396平方キロあり,人口密度は1971年は170人/辛

方キロ,1981年は220人/平方キロとなっている (表l)0

総人口のうち,ネパ-ル語を母語とするノヾ-ルパティが63.4%,チベット･ビル マ系のタマン

が23.5%,ネワ-ルが9.6%を占め,この3つの民族で全体の965%にのはっている｡また,ポテ

やシェルパのようなチベット系民族が減少しているかわりに,マイティリやポジプリのようなタ

ライ平野の民族が移住してきている (表2)0

1981年における就業人口159,198人のうち,農業従事者の割合は93,3%で圧倒的に多く,以下,

事務職2.5%,商業1.7%,手工業0.2%,そしてその他が2.3%となっている｡21

郡内の教育施設としては,高等学校が28枚 中等学校が42校,初等学校が185校ある｡病院はバ

ネパに1つあり,また,11のヘルス･ポストがあるほかに,JICAの保健公衆衛生に関するプ
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ロジェクトもある｡

(2) カブ レパ ラ ンチ ョ-ク郡の農林業畜産状況

カプレバランチョーク郡の農業の中心は,丘陵の斜面を利用したトウモロコシ栽培である｡主

要穀物の総生産に対する割合は,栄 (333%),小麦 (21.0%), トウモロコシ(43.2%),秤(20

%)となっているo稲はスンコシ川やジクコーラ川の谷間で水田栽培されるはか,量としては多

くないが,丘陵部では陸稲も作られている｡しかしながら,栄,小麦,トウモロコシとも,単位

収量は全国平均を下回っており,米などはハクタプール郡の平均の約4割ほどの単位収量しかあ

げていない (表3)0

一九 カトマンズに車で1時間強という地の利を利用して.販売用の野菜栽培を行ったり,ま

た,バーチカル盆地は高度が低くfP.熱帯性の果物も栽培できるので,それらをドリッケルの即で

売ったり,チヘット方面に輸出している農家もある｡しかし,まだ一郎の地域に限られており,

遠隔地の人々は,トウモロコシ栽培中心の自給自足的生活をおくっている｡

米の品種は,1965年にアメリカの援助のもとに農業省の指導で改良型が導入さ礼,1972年まで

には,ほとんどの農家で改良型のポカレリやタイナンを栽培するようになった｡郡内には農業協同

組合の組織があり,肥料の供給や称収指導を行っているが,郡庁の話では,20-22%の農民が利

用しているだけと思われる｡

カフレバランチョーク郡は,また,カトマンズ盆地へのミルクや食肉の供給地としても有名で

あるO郡庁の調へによると,1984年には,乳牛10,665晩 水牛59,733頭,山羊153,319匹,羊2,729

匹,豚5,863匹,鶏247,099>Jjl,アヒル1,039羽が数えられているO在来型の乳牛は1日に1リット

ルほどしか搾乳できないが,1980年から導入された,改良型の乳牛は1日に18-20リットルは

どの乳をだしている｡ただし,改良型1頑は.14,000ルピーから32.000ルビ-と高額のため,ま

ど,10%ほどしか普及していないO郡庁としてほ,今後この改良型を広く普及していきたい意向

である｡しかし,牛 1頑当たり年間に9トンの飼料が必要であるが,飼料は現在も不足しており,

問題点は多い｡

森林面積は郡全体の282%,疎林面積は244%を占めており,合計すると半分以上は林である

(郡庁詞へ)010年前に比へると,ネパール･カ~-ストラリアのプロジェクトなどもあり,全体の

森林面積は増えてきているo国有林,パンチャヤット林のほか,個人所有の森林もあり,バーチ

カルにある育苗所で苗を無料で配付して以来,急速な勢いで個人所有の土地に木が植えられてい

るという｡街道沿いにもきれいに植林された斜面がところどころで目についた｡

(注)

1)以上の1971年と1981年の国勢調査の結果は, NepalDtsITtCIProfLle;NatlOnalResearchAssociates,

1987による｡

2)以上の1971年と1981年の国勢調査の結果は.NepalDL,StrlCtPro/,le;Natl011<lEResearchAssoctates.

1987による｡
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第4章 調査対象村

1 バラコッ ト村 (バクタブ-ル郡)

(1)バラコット村の概要1)

バラコット村は,カトマンズの中心から車で東へ約20分,バクタプール郡の西端に位置し,ラ

リトプール郡と隣接している｡雨季には水田とトウモロコシ畑が広がる,カトマンズ盆地内に典

型的に見られる農村地帯の1つである01987年現在の村落人口は4,O37人で,給世帯数は664戸,

平均世帯員数は6.1人となっている(郡庁調へ)｡村はさらに,9つの区に分かれ,サンプル調査の

対象となったのは,第 1区 (4戸),第2区 (5戸),第5区 (7戸),第6区 (5戸)の合計21戸

である(衰1,後掲地図参照)0

表 1 パラコット村の人口構成

世帯数 人 口 男 性 女 性 平均員数

79 459 2

69 372 1

64 34ユ 1

237 58

179 5.4

162 53

69 412 223 189 60

93 594 3日 283 64

65 434 208 226 67

74 478 228 250 65

79 463 22g 234 59

72 484 256 228 67

664 4.037 2.049 1.988 61

注) 〔 〕は調査対象区 1987年郡庁調べ
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バラコット村の住民の約4割は,チベット｡ビル マ語系に属するネワ-ル語を母語とするネ

ワ-ルである｡また,同様に約4割はインド･アーl)ア語系のネパ-ル語を母語とする,いわ

ゆるパ-ルパティと呼ばれる人々の上位カ-ストに属している｡すなわち,ブラ-ミソに相当す

るバフンやクシャトリヤが託ったと言われるチェトリの人々である｡残りは,パールパティの下

位カーストや他の民族起源をもっ人々が居住している｡ これらの住民紘,民族やカ-ストことに

集住しているわけではなく, 一部を除いて地域全体に混住しているO

現在,ハラコット村は,南接するダティコット村とシルタール村とともに,バクタブ-ル郡行

政地区 (イラカ)第7番地区を構成している (バクタプール郡には9のイラカがあり,1つのイ

ラカは通常2-3の村落で構成される)｡地図を見てもわかるように,福祉施設 (福祉事務所,ヘ

ルスポスト)や開発施設 (農業開発銀行,濯l班施乱 堰堤)などはタディコット村に偏在し,バ

ラコット村にはないo

バラコット村自体では第5区に村役場があり,村会議員17名,事務員2名が村人の相談にのっ

たり,郡庁への取次を行ったりしているOただし,いずれも無給であるoまた,役場に隣接して

小さな公民館と保育所がある｡

5年前に村の中心とコクリ道路を結ぶコンクリ-トの橋が完成し,カトマンズ方面へ出るの

には便利になった｡ただし,パタンの街へ直接つながる人用の橋は現在こわれたままに放置さ

れており,早朝に余剰野菜をパタンの市場に運ぶ人々などは難儀をしている｡また,9年前に

電気が入り,現在ではほとんどの家が光源として電気を用いている｡1ケ月の電気代は通常25-

35ルピーはとである (基本料金は13ルピー)｡飲料水としてほ,従来井戸が用いられてきたが,5

年はど前より水槽付き共同水場が普及し,半数以上の家庭が共同水場を利用している｡ただし,

水量が不十分であったり,朋番持ちが良すぎるなどの不満が多く聞かれた (1988年8月現在でl

ルピーは約566円である)O

バラコット村の教育施設としてほ,第2区,第7区,第9区に初等学校 (1年～5年)第5区

に初中等学校 (1年～7年),同じく第5区に高等学校 (8年～10年)がある｡現在,初等学校に

は全児童の約80%が通学しており,そのうちの95%ほどは修了卒業していると思われる｡中等学

校になると中途退学者が増え,高等学校を卒業するのは入学者の約4割ほどである｡一般に,女

子学生のほうが中退者が多い｡また,一部にはより高い水準の教育を受けるために,初等学校の

時からカトマンズの私立学校に通学しているものもいるo

今回のサンプル調査では,バラコット村は丘陵地苗の農村と対比比較するために,開発がある

程度すすんだ地域として選択されたO実現 タディコット,シルク -IL/,そしてバラコットの3

村で構成するバクタブ-ル郡第7番地区は住民参加型地域開発プログラムのモテル地区として,

国営新聞に何回かとりあげられている｡これは,社会福祉国家連合協議会 (SoclalSel､vICeS

Nat10anlCoordlnat10nCouncilSSNCC 会長はアイシュワリャI圭三妃)が推進している

召̀IKASH BEEJ"｢開発の種子｣と呼ばれる連動で,コミュニティの積極参恥 地元資源の有

効利札 既存組織の最大参加,近隣地域への普及を4つの柱として活動しているo道路,飲料水,
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保健衛生,J収入増加などの問題に主としてとりくみ,バラコット村でもネパール家族計画協会

(Family Plannlng AssoclatlOn OfNepal)の援助により,婦女子に対する機織り･編み物

の訓練を中心に,4ケ月間の無料講習が毎日午前11時から午後3時まで実施されている｡

このように,バラコット村はカトマンズ盆地内で一般的に見られる農村であるとともに,カト

マンズの街に近いという地の利をいかして,少しずつインフラストラクチャーの整備や村の開発

が進んできている｡

(2) バ ラコ ッ ト村の社会 ･経済状況

今回の各村落に関するサンプル調査は,ネパ-ル国会 (ラストリヤ.パンチャヤット)事務局

の協力により,できるたけ多様性をもたすと同時に村落の享別犬に即するように選ばれたoサンプ

ル数は少ないが,村人に直接インタウユーすることによって,調査を補強した｡表2は,その調

査結果の一部である｡

また,分析にあたっては,ネワ-ル (ネワール語を母語とする人々)とパ---ル-ティ (ネパー

ル語を母語とする人々)の差に触れているところもあるOネワ-ルほ現在ネパ-ルの総人口の約

3%を占めるにすぎないが,古来よりカトマンズ盆地を根拠地として商業 ･手工業を発展させ,

独自の都市文明を築きあげてきた｡そして,温暖な気候と肥沃な土地を利用して,この都市文明

を支える農業を発展させてきたのも,盆地の土着農民であるネワ-ルである.一九 パールパテ

ィの多くは,後の時代になってネパール 中西部よりカトマンズ盆地内に移住してきた人々である｡

ただし,バラコット村の現在の住民の大多数は,この村で生まれ育っており,この2-3世代の

間に外から移住してきた人はほとんどいない｡

調査対象21戸の総人数は162人で,1世帯当たりの平均は77人,村落全体の平均6.1人より多

少高くなっている｡とくに.ネワ-ル10戸の世帯員数の平均は8.9人である (パールパティの平均

は66人)｡これは,ネワールの方が大家族指向が強いためであり,核家族の形態をとるのは,パ

ールパティでは6戸となっているが,ネワ-ルでは1戸に過ぎないo逆に,世帯員数が8人を越

えるものは,パ-ルパティで3戸,ネワールでは6戸となっている｡ただし,家番号⑲のような

例では,家計は長男のもとに置かれ,経済的には一体化しているが,世帯員は3つの家屋に分か

れて居住している｡

人口構成では,男性86人 女性76人,10歳以下が49人 (302%),10代が36人 (22.2%),20代

が32人 (19.8%),30代が13人 (8.0%)40代が12人 (7.4%),50代が8人 (49%),そして61歳

以上が12人 (7.4%)であり,20歳以下が半数以上を占めている｡

表2で特徴的なことは,カトマンズの近郊農村地帯でありながら,農業による収入をあげてい

る農家がきわめて少ないことである｡質問票に対する回答では,全収入のうち農業収入は16.1%

を占めるに過ぎず,農業収入をあげているのは第5区と第6区のネワールに限られている｡実際

のインタヴュー調査においても,農業生産物は自家消費用であり,現金収入は他の方面で得るの

が一般的であった｡
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蓑2 パラコット村のサンプル調査結果 (その 1)

作付け面積 (ロバ二)･収量 (キログラム)

家番号 地区 言語 世帯員数 農業収入 農業外収入 耕 作 地 瀬渋面横 米 小 麦 ト ウ モ そ の 他

(ルピー) (ロバニ) ロ コ ソ

NW 12 0 10.OOO 10 O 9(2,500) 9(441) 2( 45) 豆 (7)
NW 8 0 12.000 7 0 6(i,400) 5(190) l( 63) 菜種 (23)
NP 4 0 7.000 2 0 1( 300) l( 75) 1( 150)
NP 4 0 8,000 21/2 3A I(250) iZ/2(63) 3̂( 24)

NW 8 0 10.000 2 0 ](250) ]( 50) I/2( 38)
NW 3 0 1,200 6 0 4(I.000) 3( ?) 2( 30) 豆 (6)
NW 2 0 0 % 0%( 200)
NP iO O20,000 8 0 5(1,000) 6(635) 3(らlo) 菜種57芋300
NP 9 0 0 8 0 3(900) 3( 65) 5(440)

NW 23 10.000 5.000 28 20 20(5.000) 20(650) V2( 35)

NW 10 l5､000 30.000 21 020(4,000) 20(545) i(138) 菜種 (57)
NW 7 720 0 6V2 2 5(I,LIOO) 5(320)ly2( 20) 豆,野菜

NP 13 030.000 ユ5 0 8(2.000) 8(I,575) 7(i,015) 9-.63菜種300

NP 7 0 9,600 2 0 1(250) l( 63) 1( 63)

NP 5 0 0 8 0 7(I,000) 7( 180) 1( 63) 菜種 (35)

NP 3 0 18,000 O 0 0 0 0

NW 9 10,790 40,000 12 0 9(2,500) 9(340) 2(138) 豆32菜種85

NW 7 8.000 0 17 15 15(3.750) 5(945) 2( 30) 菜種 (30)

NP 7 0 12.OOO V2 0

NP 6 0 0 2V2 1 1(300) l( ? )ll/2(ilo) 白(200)

NP 5 0 20.000 】4 0 8(i,500) 8(545) 6(276) ei_48菜種43

合 計 162 44､510 232▲800 173 39 12529.500 1246,682 383.188

平 均 77 2,120 11,086 82 1.8 5g i,402 5.9 3811.8 152

注) 地区番号は村パンチャヤソトの区番号,言語のNWはネワ-ルoNPはネ′ヾ-ル｡

注) 金額は1ルピーは約566円 (1988年),面積lロバ二は約005hao
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哀2 パラコット村のサンプル諏査結果 (その 2)

化学肥料代金 保 有 家 畜 数 飲 水 燃 料 耐 久 財

家番号 米 小変 トウモ 乳牛 水牛 山 羊 鶏 タブ 井戸 薪 萎 灯油 電熱 牛糞 電気 灯油 自転車 確言1テレビ ラジオ ミシン

ロコシ

(力 900 600 200

@ 600 200 200

(串 100 ZOO 】00

@ 100 100 100

檀) 50 40 40 2

@ 400 100 175
@ 100

@ 410 200

㊥ 600 0

⑲ 2,0001,500
㊥ 2,0001.200

@ 400 200

⑱ 1.000 500 I.000

⑭ 200 100 200

@ 400 200 200

㊥ 000
@ 800 200 200

⑯ 1,0001,000 200

X

X

X

X

X

X

Y
ハ

V<

X

Y八

VA

Y八

X

X

X

14

2

X

X

Ⅴ八

VA

X

X X

⑯ 000 2 X

@ 200 125 250 】 3 X X X

㊨ 500 250 250 X 冗

合 計 Il,7606.6254,525 20 1 】0 6 34 】3 16 12 14

平均 560 316 216

注)タブは水槽付き共同7k道のこと｡
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農業外収入としての第1は,カトマンズの'E,:庁や公社 会社勤めによるものであるO一般事務

職で月に1,5口0から1,800ルピー (8,500円～10,200円),下級職で700-800ルビ-1 雑役職ではお

よそ月に500ルピーほどの収入を得ることができる｡また,建設作業員として,月に800ルピーほど

の収入を得ているものもいる｡とくに,乾季になるとカトマンズやパタンの街では,はうぼうで

家の建て替えが行われるが,都市上位カーストに属するものは肉体労働は嫌うので,この村の

ような農民たちに就業機会が与えられることになる｡このほか,仕立て屋や雑貨屋,茶屋など

を営むものもいるoまた,農繁期には共同労働が行われるが,男性の場合 1日50-60ルビ-,

女性や子どもの場合はその半額が手間賃として支払われている｡ 1世帯当たりの平均農業外年収

入は, 1万1,086ルビ- (約6万2,700円)となっている｡

村落内の1戸当たりの耕作面積は,4ロバ二から30ロバニくらいまで偏差がある (1ロバ二は

約0.05ヘクタール.すなわち,20ロバ二で1へクタ-ルである)Oサンプル調査では,20ロバこ以

上は2世帯,10ロバ二から20ロバニ未満は5世乳 10ロバニ未満は14世嵐 平均は84ロバニとな

っている｡ここ数十年の間,全体の耕作面積はたいして増えておらず,男子均分相続制のために,

1世帯当たりの耕作地は年々減少してきている｡

農地をまったく持っていない世帯は村落全体でもきわめて少ないが,耕作地全体の約4分の3

は小作地である｡小作料は土地の種類によって4段階に分けられており,水田の場合,A級が1

ロバニに付き稲粗23パティ (575キログラム),B級が18パティ(45キロ),C級が13パティ(325
キロ),D級が8パティ (20キロ)と定められている (パティは量の単位で, 1パティは約4.6リッ

トルであるが,稲粗の場合は1パティを約25キログラム,トウモロコシの場合は1パティを3.5

キロクラムで換算している)oこの村の水田の多くはB級に属し.豊作時には1ロバニあたり300

キロ内外の収穫があるので,小作料率は15%ほどである｡ただし,不作時にも同量を納めなけれ

ばならない｡ トウモロコシ柵の場合は,1ロバ二の平均収量が70-80キロであるのに対して,35

キロを納めなければならず,小作料は稲作よりも高い｡裏作に小麦を植えた場合は,小作料を払

う必要はない｡小作代は,金納で支払われることもあるが,物納の場合もある｡

土地所有者の第1は寺院で,あとはカトマンズやパタンなどの都市住民である｡ただし, この

村の周辺に関しては,大地主は少なく,土地所有者と耕作者の関係は複雑に入り組んでいる｡現

荏では,地主の｡存で小作者を変更したり土地を第3者に売却することはできず,また,耕作権

は父親から息子たちに継承されていく.一般的に言って,カトマンズ盆地内やその周辺の農村地

域においては,小作料の負担はそれほど重くなく,小作者の権利も保護されているO

現在,カトマンズの市街地の土地の値段は異常なほど高くなってきているが,バラコット村の

ような農村地域でもその影響を受けている｡農地であっても,状態の良好なところでは,1ロバ

ニあたり10万ルビ- (約56万6,000円)もの値をっけ,また,劣悪な場所でも3万ルビ-ほどして

いる｡一般の物価や人々の年間収入を考慮に入れると,この数字はかなりの高額である｡それに

もかかわらず, この5年間でサンプル調査21戸のうち3戸が土地を売却 (それぞれ,3ロバニ

1ロバこ, 1/8ロバニ)し,2戸が購入 (2ロバ二,3/4ロハニ)している｡このように,
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規模としてはきわめて少量であるが,土地の移動がまったくないというわけではないo

(3) バ ラコ ッ ト村の農業状況

(カ 農業生産

バラコット村の中心作物は,水田耕作による米である｡苗床作りは5月の半ば頃から始まり,

雨期の始まる6月中旬から下旬にかけて.田植えが行われる｡途中に何度か除草が行われ,収穫

は10月過ぎになる｡裏作としての小麦は,11月の半ば頃に播種され,4月中旬過ぎに刈り入れと

なる｡また,畑作の中心のトウモロコシは,4月に植えられ,8月の終わり頃から刈り取りが始

まる｡大豆を中心とする豆頬は, トウモロコシ畑にいっしょに播かれるとともに,水田の畦にも

植えられている｡従来は,食用油用として菜種が多く栽培されていたが,大豆油や輸入食用油の

普及とともに,その量は減少してきているoそのほか,各家屋の周囲には,キュウリやニンニク,

トウガラシ,カボチャなど各種の野菜が栽培されているが,これらは,もっぱら自家消費用であ

る｡

村落内の水田と畑の面積の割合ははば7 3であり,サンプル調査においても水田が全耕作地

の67.0%を占めている｡水田の用水は,ほとんど天水に頼っており,簡易水路による潅流施設を

利用しているのは,21世帯中4世帯に過ぎない｡

村全体の農産物収量を示す統計はないが,サンプル21戸の総収量は40,729キロで,1戸平均は

約1,940キロとなっているo総収量の内訳は,米が籾で29,500キロ (724%), 小麦は6,682キロ

(16.4%),トウモロコシは3,188キロ (7.8%),菜種は703キロ (1.7%),その他の豆 ･イモ類が

656キロ (1.6%)であるDl戸当たりの平均にすると,純米1,405キロ,小麦318キロ, トウモロ

コシ152キロ,菜種33キロ,その他31キロを生産していることになるO

サンプル調査における米のへクタ-ル当たりの収量は,籾米で平均4.76トン,バクタプール郡

全体の平均収量約4.15トン/ヘクタールよりは上回っている｡2-3の農家は劣悪な条件下にあ

るために3トン/ヘクタール前後になっているが,3分の2以上の農家では,5トン/ヘクター

ル以上の収量をあけ, 6トン/ヘクタールをあげている世帯もある.カトマンズ盆地では,24年

程前に台湾系のタイチュンと呼ばれる品種が導入され,現瓦 バラコット村では,農家のほとん

どがこの品種を栽培している｡新品種の導入当時は,8トン/ヘクタール以上の収量があったと

言われるが,種籾を常に収穫稲の中から選択してきたために,しだいに収量が減少してきている｡

農民たち自身もこのことを自覚しているが,新しい種籾を購入する気運はまったく聞かれなかっ

たoまた,小麦の平均単位収量は.109トン/ヘクタール, トウモロコシの場合は,1.72トン/

ヘクタールとなっており,郡平均の2.31トン/ヘクタール (小麦),2.32トン/ヘクタール (トウ

モロコシ)よりは,かなり劣っているO

また,水EElの大部分が天水田であるため,天候状況に左右されやすく,たとえば1985年から

1986年にかけての水不足の隙には,かなりの減収に見舞われているo小麦や トウモロコシも同様
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であり,年平均収量が安定しているわけではないO

㊥ 化学肥料 ･農機具 ･改良普及

化学肥料は20年前程から導入されてきたが,表2で示されているように,現在では,ほとんど

の農家で用いられている｡単純計算をすると,農家1戸当たりの年間使用量は1,091ルピーにのぼ

り, これは,総収入の8.3%にあたる｡肥料は50キロ袋が210ルピーほどであるが,各農家は,衣

田に対して1ロバニあたり約100ルビ-を肥料代にあてているOまた,小麦には1ロバニ当たりお

よそ50ルピー, トウモロコシに対しては1°パニ当たり約100ルピーが使われている｡

化学肥料は,ネパール製のものもあるが,この村においても,インド艶 日本製, ドイツ製な

どの輸入品がおもに用いられている｡以前は農業協同組合 (サジャ)で購入することもあったが,

組合の活動は停滞しているうえに品不足であるため,現在では,もっぱら個人商店から購入して

いるOその場合,商人が村々を回って臼:文をとることもあるが,農民が自らティミなどの近隣の

町に買いに行くこともある｡また,共同購入しても価格が安くなることはないので,個々の農家

が個別的に購入している｡適時に適量の品物が手に入らないなど,不満もきかれた｡10数年前に

比へて,米の値段は2倍ほどになったが,化学肥料の価格は3倍近くになっており,農家の負担

は増加してきている｡

農具は,小型の踏み鋤が中心で,家畜を利用した農耕はほとんど行われていない｡脱穀機を所

有しているのは,サンプル調査中4世帯で,全体の2割ほどである｡村に1台個人所有の水上げ

ポンプがあり,1時間30ルビ-で借りることができるが,利用している農家はそれほど多くはな

い｡

バラコット村には,農業開発銀行 (ADB)はないが,3キロはど行ったところの隣村にあり,

年利率14-18%で借入することができる｡ただし,通常は,最高でも所有している土地の評価額

の半分までしか借りれず,肥料などのように物によって貸し出されることもある0倍金をする場

合は,一般的に親族や友人から借りることのほうが多い｡近隣の銀行に預金している人も多少はい

る｡普通預金で年間8%,定期預金で年間13-14%の利子が付くが,全体の貯蓄高はそれほど多

いとは思われない｡

バクタブ-ル郡では,現在,農業改良普及員としてJT (JuniorTechnlClan)が8各 JT

A (Jurl10rTeclmlCalAssIStant)が12名配備されている｡しかしながら,-ラコット村の人

々は,この制度のことを知ってはいるが,実際に普及員やその活動を見たことはないと言う｡また,

濯溌施設の拡大を切望しているが,IUO (ll･1.1gat10nUsersOrganlZatlOn)のような組織

は持っていない｡

以上の調査結果は,農業省や郡庁が積極的に進めようとしている政策が全面的に波及していな

いことを示している｡農業協同組合や農業開発銀行の利札 農業改良普及員の指導,潜流利用者

組合の細線化などは,バラコット村の住民にとってはほとんど転嫁のものであり,行政レベルと

村落レベルの意識の違いが強く感じられた｡
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㊥ 家畜

サンプル調査では,乳牛を所有している世帯は12戸と半数以上におよんでいる (3頑所有が2

戸,2頑所毛が4戸, 1頑所有が6戸)｡牛乳やヨークルトなどの乳製品はかれらの食生活で極め

て重要なものであり,また,牛糞は燃料や肥料として用いられている｡飼料は麦藁やトウモロコ

シの茎や葉などが中心となっている｡

水牛を保有しているのは,1戸だけである｡搾乳用とその糞が肥料として用いられるはかに,

食肉用として飼われている｡農耕用として使われることは,ほとんどない｡また,半数近くの家

で山羊や羊が飼われているが,これらも食肉用である｡ダサインの大祭の際に見られるように,

山羊は儀礼的にも重要である｡鶏も卯と肉用のために,8世帯で飼われているが,販売のために

飼育しているのは,1戸だけであり (14羽),後は自家消費用である｡

全体として,家畜は人々の食生活トでも,また,燃料や肥料としても重要であるが,飼料不足

などで大規模飼育は行われておらず,自家消費用が中心となっているo

(4) バラコッ ト村の生活状況 ･生活意識と改善

(D 生活状況

前述したように,バラコット村では9年前に電気が全面的に入り,現在,大多数の家庭は電気

を使用している｡また,サンプル調査中13世帯は,水槽付き共同水道を利用しているが,その多

くはこの5年以内に導入されたもので,井戸と併用している家庭が多いO燃料は,象 牛糞,麦

藁が中心で,はかにトウモロコシの茎や芯など使えるものは何でも利用している｡灯油ストーブ

や電熱スト-フを使用している家もある｡

ラジオや時計は,はは3分の2の家庭に普及し,自転車を所有している家も多くはないがある｡

村全体では,テレビを持っている家庭が20軒ほどあり,サンプル調査でも2軒がテレビを所有し

ているOこれらの家は,農業外収入として年間にそれぞれ3万ルビ-,4万ルピーをあげており,

農業外収入の安達が生活水準の向上に大きく寄与している (通常カラーテレビは約2万ルピーは

どする)｡

(む 生活意識と改善

住民の生活意識の調査によると,現在の居住地に対する満足度はかなり高い｡サンプル調査21

件中,16人が ｢満足している｣と答え,4人が ｢多少満足｣であり,｢多少とも不満足｣と答え
たのは1人しかいなかったOまた,過去5年間の生活水準の変化に対しては,7名が ｢かなり良

くなった｣,9名が ｢やや良くなった｣,2名が ｢変化なし｣と答え,｢悪くなった｣としている
のは3名に過ぎない｡全体的にも,現在の村からカトマンズやパタンなどの市街地に移り住みた

いという意識は希薄であったoまた,電気や共同水道の整備,橋の建築,教育施設の矧嵐 耐久

消費財の普及などによって,多少なりとも生活水準が向上してきていると感じている人々が多い｡
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教育施設としては,第1区と第7区に初等学校が,第8区には17年前に建てられた中等学校が

ある｡高等学校へは,ジクコーラ川の対岸の隣村まで,1時間はど歩いて行かなければならない｡

また,中等学校の前にはヘルス･ポストがあり,訓練を受けたヘルス･ケア-が中心となって,

月1回ミ-ティングを行い,薬品の購入や販売のチェックにあたっている.

今回サンプル調査を行った第6区と第9区.は同じ行政村に属していながら,その社会的･経済

的状況は大きく異なっている｡第9区の中心地区はネワ-ルの人々が道の両側に家を連ね,また,

その周囲には主としてパ-ルパティの上位カーストが住んでいる｡前記め電気や水道施設を利用

できるのはこのような人々である｡かれらの中には農閑期にカトマンズへ賃労働に出かける者も

少なくなく,村議会や地元の開発プロジェクトに参加しているものもこれらの人々である｡ これ

に対して,第6区は第9区から歩いて40-50分ほどのところにあるが,インフラストラクチャー

の整備はまったく進んでいない｡住民の多くはパ-ルパティの下位カ-ストやタマン族のような

チベット･ヒルマ語系の出自を持っている人々である｡カトマンズに行ったことのある人も少な

く,ネパ-ルの王室や現政治体制,行政組織などに関しては,まったく無知･無関心である人々

が多い｡

このように,バガ-ティ村の調査対象を2ヶ所に分けたのは,同じ丘陵地帯にあって隣接しな

がら,一方は地域開発や行政機構の影響や奥恵を受けるとともに,現金経済が浸透してきている

地区であり,他方はそのような影響が少なく依然として自給的共同体のままであるからである｡

両名を対比･比較することによって,現状における問題点と今後の課題を考察し,明らかにして

いく｡

(2)バガパテ ィ村の社会 ･経済状況

表3で示されているように,第9区は村落の中で,もっとも平均世帯員数の多い地区であり

(7.8人),第6区は逆にもっとも少ない地区である (55人 村全体の平均は6.2人)Oこのことは,

サンプル調査では,さらに特徴づけられている｡すなわち,第9区10世帯の平均世帯員数は12.4

人であり,第6区のそれは4.7人である｡第9区の場合,15人以 Lの世帯員を持つものが3世帯も

あり,いずれもネワ-ルである｡家番号①は37人であるが,これは結婚後,それぞれ子供を持っ

た5人の兄弟が共同家計にしているもので,現在は3つの家屋に分かれて住んでいる.家番号㊥

の場合も3人の既婚兄弟が同居し,家番号④の場合は両親夫婦と2組の息子夫婦が同居している｡

こ こでもバラコット村と同様に,ネワ-ルの大家族指向が見られ,家屋は別でも家計をいっしょ

にしているものを家族と考えている｡家計は原則として父親か良男が管理している｡

第6･区は---般的に小家族が多いが,家番号⑪のように妻を2人持っているものもある｡この付

近のパールパティの下位カーストにおいては,妻を校数もっことは珍しくないようである｡

人口構成は,第9区が男性66人,女性58人 10歳以下が35人 (28,2%),10代が40人 (32,3%),

20代が17人 (13.7%),30代が11人 (8.9%),40代が9人 (7.3%),50代が9人 (7,3,%),そして

61歳が3人 (2,4%)であり,20歳以下が6割を占めている｡また,第6ExJでは,男性18人,女性
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29人 10歳以下が12人(25.5%),10代が8人(17.0%),20代が10人(21.3%).30代が10人(21,3

形),40代が1人 (2.1%),50代と61歳以上はそれぞれ3人 (6.4%)となっている｡

バガパティ村の経済状態を,一律に語ることはできない｡第9区には,現金収入を得ているも

のが多いが,その鰍 ま家番号①が特出している｡この家では,ジクコーラ川の川沿いに30ロバこの

水田を持っており,販売するほどの米は生産できないが,家族37人分の食料は自家生産でまかなっ

ている｡また,30ロバこ程のトウモロコシ畑を持っているほかに,クライ地方にも40ロバこの畑

地を持ち,サ トウキビや トウモロコシを栽培させているOこの土地は,1951年の王政維新の晩

現在の家長が国王側について活動し,その功績を認めらjlて下賜されたものだと言う｡さらに,

2年前に電気が入ると同時に.借金をしてインド製と中国製の精米機と製粉機を購入し,根の精米

は1ムリ(20パティ-約50キロ)に付き1パティ,あるいは12ルピー, トウモロコシの製粉も同

様に20分のlか.1ムリ (約70キロ)に付き15ノレビーの使用料で村人に貸し主IJ.している｡2人の

使用人を1人月給600ルビ-で雇っているが,現瓦 村人の25から35%の人が利用し,機械購入時

の借金はすべて返し終えている｡家番号⑲の現金収入は, この精米所で働くことで得られている｡

また,家番号㊥の人は,2年前より始まった飲料水供給プロジェクト(WSP)で働いており,

月に1,025ルビ-の収入を得ている｡それ以前は畑仕事の合間にカトマンズに出て働いており,そ

のときの経験が役に立っていると言う｡現在,WSPでは12人の人が働いているが,そのうち11
人はこの村の居住者である｡家番号⑥の人は,森林の管理人として,月に360ルピーを稼いでいる｡

以上のように,第9区ではインフラストラクチtr の整備や行政の浸透によって,最近では村落

において収入を得ている機会が少しづつ出てきている(表4)0

しかし,一九 現金収入を得るために,農閑期にカトマンズやその他の場所に出稼さに行く人

も少なくない｡16年はど前から,建築労働者として出かけるものが増え, ドラカにおける道路と

橋の建設の際には,村から多くの人が出かけた｡最近も道路の建設が増えているので,賃労働の

機会は多くなってきている｡また,カトマンズに月100ルピーほどで部屋を借り,1年のうち半年

ほどを街で過こしている人もいる｡とくに,6年前にバガ-ティ寺院まで道路ができ,小型バス

が通るようになってからは,街にでるのが便利になった｡アンケート調査では,年収入は0と回

答している世帯も,インクビュ-調査においては,家族の一部が街で働くことによって,なにがし

かの現金収入を得ていることが判明した｡ただし,外に働きにEiJ.て行って,そのまま住み着いて

しまうものはおらず,あくまでも生活の基盤は村に置いている｡

支出に関しては,日常雑貨.衣料のほかに,化学肥料の購入費や子供の教育費もかなりの額を

占めている｡また不足分の米を購入している家もあるO学問に対する伝統のあるブラ-ミンやカ

トマンズ盆地とつながりのあるネワールの間では,教育に対する関心は高く,最低でも子供たち

は高校を卒業させてやりたいという意識が強い｡村内には中学まであるが,隣村の高校に通わせ

たり,パ-チカルのキャンパスの寄宿舎へ子供入れているものも少なくない｡小学校は無償だが,

この村の中学校は月15ルピー,高校は月2Rルピーの授業料がかかり,たとえは子供を3人学校に

行かせると,月に150ルピーほどかかっている｡子供たちが,さらにキャンパスや大学へ行くこと
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表4 パガパティ村のサンプル調査結果 (その 1)

付作け面積 しロバニ)･収量 (キログラム)

家番号 地援 言語 世帯員数 農業収入 農業外収入 耕 作 地 潜流面積 水 稲 陸 稲 小 麦 ト ウ モ そ の 他

(ルピー) (ロバニ) ロ コ シ

㊤ 9 NW 37 15,000 30,000 100 0 30(3,700) 15(500) 70(1.575) 豆300

@ g NW i7 0 0 30 6 6( 750) 4( 250) 20(1.250)

㊥ 9 NW 15 8,000 900 30 0 14( 300) I/2( iOO) 3(126) 17(1.260)

④ 9 NW 8 0 2.000 21 0 4( 250) 17(829) 豆127稗60

⑤ 9 NW 6 0 10.800 10 4 4( 750) I( loo) 4(185) 5(6ユ0)

㊥ 9 NW 6 0 4,320 7 0 1( loo) 辞440

⑦ 9 NP 12 0 0 14 3 3( 400) ll( 615)

㊥ 9 NP l1 0 5,000 60 5 5(1.000) 53(2.073) 豆32 稗17

㊥ 9 NP 6 0 0 9 3 3(400) 6(650)

⑲ 9 NP 6 0 7.200 11 0 11/2( 200) 91/2( 520) 豆35

Q)～⑲小計 124 23.000 60.220 292 21 65(7.300) 12(i,000) 22(811) 208(9.382) 49L1 517

㊥ 6 NP IO 0 O 22 1 1( 75) 21(560)

⑭ 6 NP 8 0 800

⑯ 6 NP 8 0 0

⑭ 6 NP 5 0 0

⑯ 6 NP 3 0 0

⑯ 6 NP 3 0 50

㊥ 6 NP 3 0 30

@ 6 TM 4 0 500
⑯ 6 TM 2 0 0

@ 6 TM 1 0 0

10 0 2( loo) 7(380) 稗45

23 0 1( 150) 22(630) 豆6 稗90

10 0 2( 一oo) 8(320) 枠14

8 0 1(32) 8(3】5) 稗16

6 0 V2( 63) 1(35) 5(346) 豆iO 稗24

7 0 1( 86) 豆12 稗24

18 0 1( 200) 16( 504) 稗45

1 0 V2( 50) 2( 140)

3 0 1/8(12) 21/2( ま26) 稗21

㊨-@小計 47 0 1,380 108 1 1( 75) 7(663) 2(79) 921/2(3.L107) 279

台′ト 171 23.000 61.600 400 22 66(7,375) 19(1.663) 24(890) 301(12.789) 796

注)地区番号は村パンチャヤットの区番号,言語のNWはネワ…ル｡NPはネ′ヾ-ルTMはタマン｡
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表4 バラコット村のサンプル調査結果 (その 2)

耐 久 財燃 料化学肥料代金 保有家畜致 飲 水

家番号 米 小麦 トウモ 乳牛 雄牛 水牛 Lll羊 鶏 タブ 湧水 萎 萎 灯油 電熱 牛糞 電気 灯油 自転車 時計 テレビ ラジオ ミソン

ロコシ

‖ヽ

X

X

X

X

X

V<

x

3

10

x

x

x

x

5

X

X

X

X

冗

冗

X

X

X

X

10

15

x

x

x

冗

x

x

x

x

x

x

10

x

x

冗

x

x

x

x

x

x

x

e

2

x

x

2

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

川

㍑

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

10

0

30

2

7

ほ

2

6

59

1

5

3

-

-

2

2

2

5;

7

20

3

2

5

5

4

5

5

2

3

54

4

iO

4

5

4

2

-

2

-

2

35

89

8

･1

2

2

2

相

2

2

2

相

4

0

L;1

7
1

0

0
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を望めば,できるだけのことをしたいと多くの親が詰り,実擦,そのために農地の一部を売却し

た人もいる｡

一九 第6区の状況は,かなり異なっているo電気の恩恵は届いておらず,水道ポンプもない

ために,女性たちは毎朝夕,1時間半から2時間もかけて水汲みに行かなければならない｡また,

ここの人々は,ほとんど現金収入を得る機会を持っていない｡育てた山羊を年に1-2頑売った

り (1頑250-300ルビー),バナナを町に持っていって売ったり,ほかには,年間に数日,ジクコ

-ラ川の対岸の水田に働きに行き,日当12ルビ-と昼食を得るくらいである｡水田を持っている

家はなく,主金はトウモロコシが中心で,その他 陸稲や楓 大豆を食糧として生産している｡

カトマンズに一度も行ったことがない人も少なくなく,′ヾネパに行くとしても,年に1度か2度

である｡外部世界にコネクションがないので,全体的に共同体の外にでることを緯距している｡

第6区の農民の土地の多くは,バガパティ寺院に属するO/ト作料 (寄進料)は1ロバ二につき

2パティ (トウモロコシであれは7キロ)であるので,負担がそれほど大きいというわけではな

いoただし,土地に対する所有権がないために,銀行から融資を受けることができない｡

成人のほとんどが,教育を受けたことがないか,小学校中退である｡現在,郡役場の援助で,

区内に小学校の建物は建てられているが,机や椅子が配備されておらず,また,正式な教員は派

遣されていないので,区内の有志が簡単な授業を行っているだけである｡ただし,親たちの子供

の教育に対する期待は強く,早く学校が整備されることが,望まれていた｡

(3)バガパテ ィ村の農業状況

(カ 農業生産

ハカバティ村第9区のサンプル調査10戸の耕作延べ面積は,水田65ロバこ,陸稲12ロバこ,小

麦22ロバこ, トウモロコシ208.5ロバこ,その他に大豆,稗が多少となっている｡その農業総生産

高は,20,236キロで,内訳は,水田8,500キロ (42.0%),陸稲1,000キロ (4.9%),小麦811キロ

(4.0%),トウモロコシ8,914キロ (44,1%),大豆494キロ (2,4%),稗517キロ (2.6%)である｡

11歳以上の人口で割ると,1人当たりの生産高は227.4キロとなっている｡

村の中心部は,丘陵地形の尾根にあり,その周囲に水口はまったくない｡第9区のサンプル調

査10戸のうち,7戸は水田耕作を行なっているが,その稲四は村から]時間半はどF-ったジクコ

ーラ川沿いにあるOそれそれ,旺=こ,Hi作り小屋を持っており,農繁期にはそちらに泊まって農作

業にあたるo耕作面積は,家番号㊤ (30ロバニ)と家番号④ (14ロバこ)が特出しているが,級

は,3-6ロバ二の小規模なものである｡ヘクタール当たりの収量は,平均で2.6トンであり,バ

クタプール郡の平均の約半分ほどである｡それでも,最近は化学肥料の導入で,単位面積当たり

の平均収熟 ま増えてきており,ネパールの全国平均の196トン/ヘクタールよりは高い｡

また,10戸中6戸が.丘陵部で陸稲を栽増しており,第9区では全戸が米を生産している｡た

だし,陸稲栽培の規模は小さく,1戸当たりの耕作面積は2分の1ロバ二から4ロバこの間であ
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り,単位収量も1.7トン/ヘクタールときわめて低い｡

村落の周囲の斜面には,もっぱらトウモロコシが栽培されている｡栽培面積では稲作の約2,7

倍あるが,生産量では,稲作より劣っている｡ヘクタールあたりに直すと,収量は0.86トンであ

り,これもバラコット村の約半分である｡斜面を使っての耕作であるために,地形や水によって

生産性がかなり異なり,0.11トン/ヘクタールから2.24トン/ヘクタ-ルまで,大きな偏差があ

る｡その他 小麦を生産している家がわずかにあり.また,大豆や稗を栽培している農家もある｡

稗の生産高は.最近減少してきている｡

一方,第6区のサンプル調査10戸の耕作延べ面静 ま,陸稲8ロバこ,小麦2.3ロバ二,トウモロ

コシ92.6ロバこ,その他に豆頬や枠が栽培されている｡水田を持っている世帯はまったくなく,

トウモロコシ畑が圧倒的に多い.この10戸の農業総生産高は,4,731キロで,11歳以Lの個人1人

当たりの生産高は135.2キロであるO総生産高の内訳は,米738キロ (15.6%),小麦79キロ(1.7

%),トウモロコシ3.407キロ (72.0%),稗479キロ (101%),豆類28キロ(0.6%)で,米の生

産が少なく, トウモロコシが中心であるとともに,他の調査地と比へて稗の割り合いが格段に高

くなっている｡ヘクタールあたりに直すと,陸稲の単位収穫量は1.85トン,小麦は0.70トン,ト

ウモロコシは0.74トンである｡

(む 化学肥料 ･農機具 ･改良普及

第9区における化学肥料の入手は,バガパティまで運んでくる個人商人に頼むことが多いが,

また,バーチカルのラミタラの町にまで買いに行くこともある0年間購入金額は,全戸合計が

16,229ルピーであり, これは,アンケート調査の年間総収入の19.5%に当たっている｡インタビ

ュー調査で,回答記入されていない収入があることが判明しているので, この率を額面どうりは

受け取れないが,かなりの高率であることは間違いない｡家番号①と㊥の特例を除いても,1戸

当たり平均778ルピーを1年間に使っていることになる｡以前は,50キロ袋の政府価格は210ルピー

であったが,最近では個人商店で300ルビ-近くしており,2袋半くらいを年間に使用している勘

定になる｡ちなみに,単純平均すると,米 1トンにつき157キロ(940ルビ-),小麦1トンにつき

177キロ (1,060ルピー),トウモロコシ1トンにつき118キロ (710ルピー)の化学肥料が用いられ

ている｡

一九 第6区のサンプル調査10戸のうち,化学肥料を使用しているのは6戸だけで,それも総

額1,849ルピーときわめて小額である｡一般に,牛糞を中心とした瓶肥が用いられている｡ここで

も単純平均すると,米 1トンにつき107キロ (640ルピー),トウモロコシ1トンにつき67キロ(400

ルピー)の化学肥料が使われていることになるo

バカパティの農具として一般的なものは,コタ リ (小型の踏み鋤),コグロ (小型の鍬),ホハシ

ア (鎌),クト(草苅用)などで,パンチョロ (薪割り),ククリ(山刀)もたいていの家にある｡

数少ないが,年引き用の鋤を持っている農家もある.脱穀機を持っている農家はなく,そのため

に,精米 ･製粉所が繁盛している｡
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農業改良普及員であるJT,JTAに関しては,ここでもその制度は知られていたが,実際の

活動を見たことがある人はいなかった｡また,バーチカルでJTAが教えたが成果が上がらなか

ったという噂も流れており,自分たちの従来のやり方のほうが優れているのではないか,という

意見も聞かれた｡実晩 JT,JTAは大学で農業を専門に学/Uでさまざまな知識を持っている

が,まだ制度自体が新しく,若年者が多いために,その経験不足が不安感を与えているようであ

る｡とくに,ネパールでは,年長者の意見が尊敬されるので,この傾向が強くなっているように

思われる｡

この村では,農業開発銀行などから融資を受けた人の話は聞かれなかった.現金の必要な時は,

山羊や果物を売ったり,親類や友人から,また,時にはラミダラの商人から借金をしたりして賄

うことになる｡借金をした場合,1ケ月くらいなら利子は付かないが,長期になると25%から最

高36%くらいの年利が付くことがある｡ただし,あまり高額は貸してもらえず,通常は100ルピー

から200ルピーが限度であると言う｡

し;い 家 畜

第9区では10戸のうち8戸が乳牛を飼っている (2頑所有が6戸,3頑が2戸)｡ 乳製品や肥

料を得るためであることは当然であるが,とくにフラーミンの人々にとって牛はたんなる家畜以

上の意味を持っている｡たとえば,床に落ちた食事は積れてしまっているので,手で触れること

はできず,必ず牛糞を剛 ､て掃除をする｡牛の尿も,儀礼的聖浄化のために使われる｡また,′ヾ

ラコット村と比較して特徴的なことは,雄牛を飼っている世帯が4戸もあることである｡雄牛は

田起こしなどの際には用いられるが,その他の農作業にはあまり使われていない｡ネパール語に

おける ｢雄牛｣は,｢役立たず｣の意味に用いられるほどである｡しかし,乳牛と同様に,その
排継物には意味があるoただし,村の周囲にはまだ薪を得る場所があるので,牛糞が燃料として

用いられることはほとんどない｡

また,山羊の飼育頭数がl戸当たり平均5.4頑と高いことも特徴的である｡ネパールでは,山羊

の肉は最上級と考えられており,価格がもっとも高い｡水牛は肥料と肉の両用である｡鶏もかな

りの数が飼われているが,自家消費のはかに,バガパティ寺院に参詣にきた人々の供犠用として

販売されることもある｡

家畜飼料としては,麦藁やトウモロコシの葉や茎のほかに,周囲のLLlから草を刈ってきて与え

ている｡雨季の間はまったく問題はないが,乾季に十分な餌を確保するのはかなり困難である｡

この飼料の問題が解決できれば,さらに多くの家畜を飼うことができる見込みであると言う｡

第6区においても,全体の数は少ないが,家畜に関しては第9区と同じような傾向にあると言

える｡
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(4) バガパテ ィ村の生活状況 ･生活意識 と改善

(車 生活状況

バガパティ村の中心部には2年前に電気が入り,第9区では約半数の家が光源として電気を利

用している｡残りは灯油缶ランプを使用しているが,現在,電線網は拡充しているので,次第に

電気利用家庭は増えてくるであろう｡個々の家庭では,前述した精米所以外は電気は光源として

しか用いていない｡今後,電気を使って養鶏を試みてみたいという意見が聞かれたが,光源以外

の利用はこれからの課題である｡しかし,電気のおかげでポンプ汲み上げ式の共同水道が集落に

導入され,女性たちを毎日の重労働から解放している｡

一方,第6区では,依然として全戸が灯油缶ランプを用い,毎日2回,わき水のある所まで,

長時間をかけて水を汲みに行っている｡

燃料としては,両区とも周岡の森林から取ってくる薪を中心に用いている｡もちろ/～, トウモ

ロコシの茎や芯など,使えるものは何でも利用している｡

時計とラジオはかなり普及しており,サンプル調査のうち,第9区では時計が7戸,ラジオが

5戸,第6区では,時計が3戸,ラジオが3戸で所有されている｡現金収入の少ない第6区では,

山羊などを売却した際にこれらの物が買われている｡時計とラジオのぞくと,耐久財はほとんど

普及していないO

@ 生活意識と改善

居住地への満足度に関しては,第9区では10戸中8戸が ｢かなり満足｣と答え,2戸が ｢やや

満足｣と回答している｡また,過去5年間の生活水準の変化については,1戸が ｢かなり良くな

った｣,6戸が ｢やや良くなった｣,2戸が ｢変化なし｣,1戸が ｢やや悪くなった｣と答え,生活

の厳しさを認めながらも,道路の開通や電気の導入などによって,全体的には少しずつ生活が改

善されてきていることが感じられている｡インタビューにおいても,最近人々の考え方が多少変

わってきており,教育の重要性やトイレや家族計画の意義が広く認識されてきているという意見

が聞かれた (表5)0

また,村役場の会議でも,村の発展に関していろいろ議論され,インフラストラクチャーの整

備とともに,農業開発が最重要課題として議題にとりあげられている｡ただし,議論だけで,実

際の行動力に欠けることは,かれらも認めている｡また,農業改良普及員や農業協同組合,農業

開発銀行などの活動はまったく入ってきていないが,高校で農業を学んで帰ってきた若者たちも

おり,自分たちで改良していこうという意図は感じられた｡

しかし,男子均分相続制のため,1戸当たりの耕作地が減少してきているという事実は現然とし

てある｡1世代前には,50ロバニ以上の耕作地をもっている世帯は普通であったが,現在は10ロバ

二から30ロバ二が大多数である｡現状では,なんとか家族の食糧は確保できるが,次世代になると,
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表5 住 民 の 意 識

バラコット村 パガ′ヾティ村9区 バガパティ村6区

居住地 O ㊥ ㊥ (む ① ① ④ ㊥ ④ 埴) ① ㊤ ㊥ ④

(砂へ の 16 4 1 8

2 5 4 1満足度 ①かなり満足,㊥やや満足,㊥やや不満足,④かなり不満

足,㊥無回答過 去 (む (参 @ (彰 (申 (D @ ㊥ (む (む

0 (参 @ (杏(む5年間

7 9 2 3 1 6 2 1 2 8の変化 ①良くなった㊤やや良くなった㊥変化なし④

やや悪くなった㊥悪くなったそれもおばっかなくなることはかれらにも認識されている｡たと

えは,家番号⑦では,父親が持っていた50ロバこの土地を兄弟5人で分割して10ロバ二を相続し

,その乳 自分で買いたして現在14ロバ二を所有している｡しかし,息子たちの間でこれを分割

したら,それぞれが農業経営を維持していくのは困難なので,教育に投資をし,現象 良男は大

学を出てビルガンジの農業銀行に勤め,次男は大学に通学している｡このように,第9区では,地

域内のプロジェクトのほかに,教育によって余剰人口に対処しようという動きはあるOもちろん

,どの家庭でも同様のことが行われているわけではなく,現金収入の道として,開発プロジェク

トだけでなく,山羊や鶏を中心とした畜産振興や家内工

業の設立が切に望まれている｡一九 第6区のアンケート調査では,居住地に ｢かなり満足して

いる｣のは5戸, ｢やや満足している｣のは4戸,｢やや不満足｣がl戸であり,過去5年間

の生活水準の変化に関しては,｢やや良くなった｣が2戸, ｢変化なし｣が8戸であった.一見

,現在の状況に満足しているようであるが.実際には,かれらは外部世界をほとんど知らないの

である.たとえば,調査の数日前に,カトマンズでは皇太后の60歳の誕生日のお祝いが盛大に催

されたが,だれ一人このことを知らなかった｡ラジオがあるにもかかわらずである｡さらに,国

王のおおよその年齢や弟殿下の人乳 総理大臣の名も知られていなかった｡臨時の小学校の先生

も同様である.すなわち,かれらの関心は,自分の生まれ育った共同体内にとどまっているのであ

る｡ ｢どんなに苦しくても,知らない人ばかりの町なんかに出たくはない｣とある未亡人は語ったが,これが,一般の

意識を表していると思える｡また,2時間半で行けるカトマンズやバネパに行ったことのな

い人も多く,行ったことのある人も年に1回か2回である｡経済的にも,片道15ルピーのバス代

はかれらにとってかなりの負担である｡すなわち,第9区では広く知られていた ｢20世紀末まで

に基本ニーズを整備する｣という国王のスキームは,第6区ではまったく知られていないだけで

なく,かれらの生活にいまだ何ら

愚意を与えていないのである｡第6区でも,分割相続によるl戸あたりの耕作地の減少が加速

的に進んでいるO地区内に余剰人口を吸収するプロジェクトもなく,教育の伝統もないだけに,事態はより



普通に生活していくには,成人1人あたり最低2ロバこの畑が必要であるという｡単純計算する

と,サンプル調査iO戸のうち3戸が,現在この基準を満たしていない (成人を11歳以上とした場

令)｡ このような状況は,耕作地の分割が進むにつれて,今後ますますひどくなることが予想され

る｡

このような状況は,住民にもある程度認識されており,解決策として教育の充実があげられて

いたが,まだ,貝休策は考慮されておらず,将来に対しては漠然とした不安感を持っているとい

うのが現状であると思われる｡

実際,17歳と16歳の兄妹がバネパに働きに行ったきり帰ってこないという事例もあり,なにが

しかの対策をとらない限り,近い将来には下級労働者,あるいは失業者として余剰人口がバネパ

やカトマンズにはきだされてくる可能性が大きい｡

3 まとめ

バラコット村は,カトマンズ近郊の農村地帯にあった｡典型的な農家をモデル化すると,6-

7人の世帯員で構成され,約0,5へクタ--IL/ほどの耕作地をもっているOただし,耕地の4分の3

ほどは小作地である｡耕作地の7割は天水田で,残りはトウモロコシや菜種の畑である｡麦の裏

作も行われ,家の周囲では,各種の野菜を栽培しているoLかし,農業生産から収入をあげるこ

とはできず,生産物のほとんど自家消費である｡現金収入はもっぱら農業以外の仕事から得られ,

交通の便が良いために,カトマンズに通勤しているものもいるし,また,季節労働的な仕事に就

いているものもいるo l世帯の平均年収は11,000ルピー (約6万2.300円)ほどであるO

化学肥料の導入により,単位収穫量はあがったが,そのために現金が必要になってきている｡

農業協同組合や農業開発鋪行が利用されることはほとんどなく,農業改良普及員 (JT,JTA)

の活動も見られない｡

3分の2以上の農家で乳牛を飼い,山羊や羊を飼育している家も少なくない｡牛は乳をとるだ

けでなく,燃料や肥料をとるためにも重要であるO

電気はほとんどの家庭で使用しており,共同水道も普及している｡時計やラジオは多くの家で

持たれており,ほんの少数ではあるがテレビを持っている家もある｡教育に対しても一般的に熱心

で,子弟をカトマンズの学校に通わせているものもいるO家族計画協会のプロジェクトも入って

おり,住民参加型の地域開発も少しづつ軌道に乗ってきている｡

住民がもっとも望んでいるのは,農業に関しては瀧溌施設であり,稲作の収量を安定させると

ともに, トウモロコシ柵を水口化したいと言うOまた,保健衛生 ･医療施設に対する要望も掛 ､｡

しかし,若者たちは,現金収入を得るための就業機会を最も切望している｡バラコットでは,ち

はや,ある程度の現金なしには生活していくことが困難である｡カトマンズやパタンの街に近接

しているという地の利を考えると,農業に関してもさまさまな方策が考慮されるべきであるが,
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蓑6 農業生産に関する必要資材

バラコット村

(カ (む @ @

潜i鑑施設 19 1 0 1

排水施設 2 5 13 1

農 道 2 16 2 1

種子入手 18 20i
肥 料 18 1 1i
h B 6 1500
流 通 0 15 3 3

経営指導 2 15 1 3

バガパティ村9区 バガパティ村6区

① ㊤ ㊥ ④ ① ㊤ @ ④

10000 10000
i 1 5 3 1 1 7 1
2 8 00
6 400
3 700
6 301
0 4 5 1

2 4 2 2

2 7 10
8 200
10000
4 5 01
0 6 3 1
3 4 30

①とても必要,㊥あれば良い,@必要ない,④無回答

表7 社会生活の改善に必要なもの

バラコット村 バカ-ティ村9区 ハガ-ティ村6区

① ㊥ ㊥ ④ ① ㊥ ㊥ ④ ① ㊥ ㊥ ④

飲 料 水 17 400
道 路 0 18 1 2

保健施設 21000
教育施設 15 600
電 気 12 0 6 3

交通機関 4 1700
その 他 000 19

8 200
2 5 2 1
9 100
7 300
8 0 2 0
5 500
000 10

10 000
2 5 30
7 300
6 4 00
6 3 10
0 9 10
000 9

①とても必要,㊥あれば良い,㊥必要ない,④無回答

1世帯当たりの耕作面積が縮小化されてきている現状では,農業収入を飛躍的にあけることはな

かなか難しい｡

これに対して,バガハティ村はカトマンズ盆地の外輪山の外側の丘陵地帯に位置し, トウモロ

コシ栽培を中心とした地域に位置しているo谷間の川へりに水田を持っている農家もあるが,そ

の数は多くないoこのような地域の根本的問題は,農業による自給体制が崩壊しつつあるという

ことであるoすなわち,人口増加にともなう耕地の縮小化が,再生産構造の維持を困難にしてき

ているのであるoそして,このような状況に対して,さまざまな対応策をとろうとしている地区

と･不安感を持ちながらも対応できないでいる地区が同時に存在しているo今回の調査の場合は,

第9区が前者にあたり,第6区は後者の状態を示している｡
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第9区の場合,近年の道路事情の改善と電気の導入は大きな影響を与えた｡カトマンズにLLl'.や

すくなったことにより,季節労働者として掛 こでる者が増えてきた.また,高学歴を得ることで,

街で事務職に就いているものもいる｡また,高校で農業を学び,それを地域の農業に生かそうと

している若者もでてきている｡電気の導入は,精米所の建設や飲料水供給プロジェクトの推進を

促し,地区住民に現金収入を得る機会を与えたOもちろんこれらは,たんにインフラストラクチ

ャーが整備されたというだけでなく,街との繋がりを持っているネワ-ルの人々の社会関係や,

従来より踏襲されてきた上位カーストの学問に対する伝統,さらに,バグパティ寺院をとりまく

歴史的環晩 コダリ道路からそれほど奥には入っていないという地理的条件など,さまざまな要

因によるものであることは言うまでもない｡しかし,かれらの積極的なアプローチが社会環境を

変化させ,それがまたかれらの意識を変化させてきていることは事実である｡

もちろん,問題点やこれからの課題はたくさんある｡保健衛生の推進も重要であろうOまた,

地区内での生活水準の差が広がりつつあることも事実である｡精米所を持っている者とそれを利

用させてもらっている者では,年間現金収入が大幅に異なってくる｡街へ出る者でも,季節労働

者としてtlL.かける者と,大学卒業の一般事務職として働いている者ではその生活状態に大きな逮

いがある｡地区内では,農業の改善,養鶏をはじめとする畜産の導入 家内工業の設立などさま

ざまな課題が有力者の間で議論されているが,まだまだ実施の段階には遠い状態にある｡

第6区の場合は,外部世界と隔絶してきただけに,事態は余計深刻である｡すなわち,耕作地

の縮小や食糧生産の減少に対して,かれら自身が有効に対応する方策を持っていないからである｡

教育の重要さは認識しているが,教育そのものがもたらす効能や結果については,充分に認識し

ているとは言えない｡したがって,一部で見られたように,過剰人口は,末熟練 ･無教育移住者と

して街へ出ていってしまう｡この動きは,今のところまだ大きな流れとはなっていない｡しかし,

現在の子供たちが成人するころには,土地不足 ･食糧不足はもっと深刻化し,流民となってカト

マンズ盆地に押し寄せてくる可能性は否定できない｡このような,開発にとり残された地区にも,

さまざまな方策が考慮されなければならない時期にきている｡

同一村落内にある第9区と第6区との間にも,このように大きな状況の違いがあったo今後,

各地域の個別性を充分に把握し,きめの細かい対応が求められると思われる｡

(注)

1)文中の ｢村というのは,行政単位である｢村パンチャヤット｣を意味している｡
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第5章 国際協力の課題

1 開発計画が村にもたらしたもの

2つの村を調査して,経済社会開発計画とその実施の村にもたらした足どりは明らかである｡

1つは非農業開発を通じてであり,今1つは農業開発を通じてであるO

調査村は1つはカトマンズ近郊の水田中心の地帯であり,他は丘陵地帯斜面を利用したトウモ

ロコシなど畑作を中心とした地帯という差はあるが,影響の受け方という点では,その筋道にお

いて共通している｡

まず前者については,道路ができ,橋がかかり,バスが走るようになれば,都市に出稼ぎに出

たり,野菜など農産物を売りに出かけたりするようになる｡電気が来れば,照明用に電灯を使う

ようになるし,電力利周の精米所もできて,そこへ精米を頼む人も出てくるし,そこで働き口を

見つける人も出てくる｡さらに電力利用で水槽付き共同水場ができると,その利用者も増え,水

汲み用の時間や苦労が節約されたり,なくなったりなどする｡当然.これは生活時間の合理化と

して,快適な生活につながるいっぽう,他にふり向け得る,つまり,新たな雇用につき得る労働

時間の余裕を生むことにもなるo

また,教育施設が初等学校,初中等学校,高等学校などの設置として整備されると,子弟を通

わせようということになり,また,現実に通わせる｡時には遠隔地,都市の有名学校にわざわざ

通学させたり,家を離れて進学させたりするといったことにもあるo

その他 電気が村に入り,テレビ,ラジオが見られたり,聞かれたりするようになると,なけ

なしの金を苦面して,それを購入し,利用しようとする｡時計やカメラなども,その経済条件さ

えあれば,何の抵抗もなく,村人の日常生活の中に入っていくし,現に入っている｡

ということは,これらの非農業関係のインフラ,工業,社会サービス関係の経済社会開発計画

事業の実施によって急速に,従来の農札 農業,林業をもととした自給自足の経済がこわれ,貨

弊経済への移行が行われつつあるということである｡

しかし,その貨弊経済への移行は農業をどのように変えつつあるか.農業自体を貨弊経済中心

のものと変えつつあるかどうか｡そしてこれに農業開発関係の経済社会計画の実施はどう関連L
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ているか｡いっそう端的には農業開発政策は非農業開発のもたらした事態に合理晩 生産的に即

応したものとなり得ているかとうか. これが問題である｡

ところが,端的には否定的な印象が強い｡確かに化学肥料も入ったし,泌乳能力の高い乳牛も

農村に入り,紹介されたOそしてそれなりに生産的,合理的なものとして受け入れられた｡タイ

チュンという稲の改良品種の導入にしても然りである｡しかし,問題はそれが一回限りで終わる

か,あるいは終わっていると見えるような事態にあることである｡逆にいえば,それが契機とな

って,次から次へと新しい技術革軌 生産力向上の条件が生まれる形には必ずしもなっていない

ように見えることである｡その結見 多くの場合,均分相続による1人当たり農地規模の縮小と

相まって,農業生産は自家消費用中心のものとなっている｡貨弊経済部分の拡大については,多

くの場合,出稼ぎか,非農業労働の,いわば兼業所得の増加によって対応する形になっている｡

極端にいえば,こういう過程を通じて今や,総兼業農家化がネパールで始まりつつあるといって

も過言でない形にある｡

2 国際農業協力の課題

ネパールに対する援助軌 機関としては,日本のはか,アメリカ,イギリス,西ドイツ,AD
B,王DA,UNDPなどがあるが,その中で日本は1980年以来,6年連続で,2国閉ODAの

供与国としては,第1位の地位を占めている｡一方,日本側 から見れば,ネパールは,1986年の

E]本の2国間ODA受取国としては,世界第13位の地位にあり,貿易関係では,日本の大はば出

超という形で,両国間の貿易規模は年々拡大している｡

ODA援助は,有償資金協九 無償資金協九 技術協力の3つに分かれる｡有償資金協力とし

ては,水力発電軌 セメント工場建設に対して,1987年7月末までに総額35285佑円を供与し,

無償資金協力については,農業,医*,水資源などの基礎生活分野,インフラ分野を中心として.

1986年度までに528,15億円を供与している｡技術協力については基礎生活分野を中心として,育

年海外協力隊の派通などを行っている (財団法人国際協力推進留る会 ｢わが国の政府開発援助 (下

巻)1988.p.128)0

無償資金協力屯 1976-86年の実績として30%余りが食糧増産に向けられ,また,青年海外協

力隊の派遣については,1970-80年の実績として,総数345人*,農林水産関係90人で,そのはか

保健衛生77人 土木･建築63人,教育 ･文化52人などとされる｡また,技術協力についても研修

生受入れ,専門家派遣それぞれ半々くらいで,年々約200人 1985年までの累計で,前者1,377人,

後者964人とされる｡ (アジア人ロ･開発協会,｢ネパ- L,の人u･開発･環境｣p.43 4).
日本のODA援助については,過般 トロント･サミットで,有償援助の無償化方針が表明され

て高く評価されているが,一方,アメリカなどにくらべて技術協力より資金援助に比重をおいて

いるのが,その特徴とされる｡これらへの検討を含めて,とくに農業開発援助について,何を今

後の課題とすべきかo

前述の現地調査からして,われわれはいくつかの問題点を指摘できる｡
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まず,第1に農地改革の結見 耕作農民としての地位はかなり安定化し得ていると見得るO小

作地の買上げによる自作農化は実現していないが,小作料水準は低く抑えられ,耕作権維持につ

いての不安もないようである｡

第2には,しかしながら,農民たちは農業技術1,農業経営の改善に意欲と要乳 関心をもって

いる一方,それが政策的努力として満たされていないようである｡

たとえは,藩政設備の整備による天水田の改良,棚の水田化の要望が強いにもかかわらず,

それが満たされていないだけでなく,それを可能とする条件,手だても農民たちにはわかってい

ないというふうである｡

20年前に導入したタイチュンという米の改良品種についても,それを自家採種という形でまも

り,品種東新の意味と重要性を知りながら,それを実現させる手だてを知らない｡

換言すれば,その指導,助言にあたる組徽 仕組みというものから農民たちは離れ,それに手

が及ばないoJT,JTAという制度の存在は知識として知っていても,それが自らの居住村付

近にないということである｡これはけっきょく, この組織の拡充,整備とそのための人材の教亀

訓練が対策として必要となるということであろう｡

また,米作についても,馴七から始まって田植,収穫にいたる期間が日本にくらべて著しく長

いという印象であったが,これは品種改良の課題であり,その地域的特性に応じた研究が,あえ

て米に限らず, トウモロコシ,大麦,小麦などについても必要だということであろうo

第3には,金融,肥料など資材購入,調達についての便宜の欠如ということである｡農業銀行,

農業協同組合というものが制度としてはあっても,身近にない｡大部分は商店,商人依存であるo

Lたがって割高になりがちなことは当然,適期入手の困難という事態も起こる｡しかし,農民た

ちに自らその協同組紙をっくろうという動きや意欲が感じられない｡これは組織 ･普及につい

ての政府の課題であるとともに,農民,生産者自身の ｢自助努力｣推進のための課題が残ってい

るのではないかと患われた｡

第4には,搾乳や糞利用のための牛,水牛の飼養はあっても,それが労働家畜としてそれほど

の需要もっていないように見えることに疑念を覚えた｡そのため,農具の多くが依然として人間

の生きた労働を前提としたものとして旧態のままで,田起しなど当然考えられる家畜利用のもの

として改善もされず,工夫もされていないという印象であるO

第5には,ネパールの場合,しばしば伝えられる森林の破風 唄い潰し,それに関連してのエ

ロージョン頻発問題との関連である｡電気が入り,動力源として使われることになれば,当然,

森林資源の薪としての利用は減るはずである｡また,化学肥料の使用増加で家畜の糞利用の推肥

の使用が減れば,それだけその関係での森林梁瀬への需要は減るはずであるo前者の動力源とし

ての電力の利用についてはともかく,後者の化学肥料の使用増加による間題への対応については,

その異体的可能性が考えられる0)ではないかO化学肥料についてはなお輸入依存が大きいという｡

そして生産費中肥料費の比重はかなり高いやにも考えられるが,途上国でしばしばいわれる,農

産物価格は割安で資材価格は割高という関係はないのか｡その生産費分析にあわせて化学肥料の
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自国生産によるコスト引き下げの可能性について検討の余地はないのか｡また,どの桂度,政策

的努力が現に向けられているのであろうか｡

最後に,調査村についてではないが,ネパール全体としての米の生産性向上について2点の疑

問を提示しておきたい｡第1には,この10年泉 化学肥料の使用量は,全体としても,面積当た

りとしても,かなり増加したとされる｡ (西沢,p.316,StatlStlCalPocketBook,p.60)に

もかかわらず,面積当たり収量がそれほど増えないどころか,むしろ減少傾向さえあるのはなぜ

か｡さらに開通して,米の改良品種の種子の消費がこの10年来,減ってきたという報告 (StatlS-

tlCalPocketBookp61)のあるのも不思議であるo

また,経済社会開発計画を通じて,感慨面積が著増したとされる (西沢,p.317)にもかかわ

らず,米の作付面積がそれほど増えず,面積当たり収量についても既述の通りなのは不思議であ

る｡港況面積の増加は今回の調査対象地域外のタライ地方を中心とするとされるが,そのクライ

地方についても同様である｡

以上のようにして,非農業関連の経済社会開発計画の進行は明らかに農村経済を貨弊経済化の

方向に押し進めつつある｡しかし,それは農業生産自体を商品経済の方向には必ずしも進めず,

むしろ,それを自家消費中心のものと化し,兼業農家の方向へ農家経済を追いやりつつあるとも

考えられる｡

しかし,今後,経済成長の結果としてほもちろん,その開発推進の過程でも,ネパ-ルの食糧

需要は,その多角化 高度化を含めて,急増すると考えられる｡これは時に輸入増の事態を招く

こともあるであろうが,これに国内生産を以て妃こえるためには,何としても,金程を中心とした

農業生産力の開発,拡充が必要である｡

そしてこれを推進するための手だてについては,上記現地調査の結果,各種の示唆が得られた｡

開発計画が外国の援助を支えとする以上,その一端を担う日本の責任も大きい｡そして専門家派

遣については,すでに優良果実 (栗,ブドウなど)の現地生産に成功したJiCAの事例なども

知られている｡道路,電力開発,工業開発などの非農業開発にあわせて,農業開発面では,前述
のような形で,いわばソフト面での協力がいっそう必要なのではないか｡そして各地域事情に即

しての異体的対応が,とくにネパールのようにその地域事情をそれぞれに異にする国では重要と

思われる｡ トウモロコシの作ィ､j面積の増加の反面,その面積当たり収量の減を見ている事実など,

今なお,この国では丘陵山地の斜面利用の限界地耕作の拡大しつつあること,そしてそれなりに

エロージョンの進行など,国土資源の破観 混費の行われつつあることを思わせるが,本来こう

したところでは年々の耕作利用という形での土地資源の利用は不合理なのではないかとも考えら

れるO国として対策のないまま,力のない人々が限界地に追い込まれる形でこうなったかとも考

えられるが,交換経済,貨弊経済の時代に入った今日,住民の地域的配置転換を含めての対応策

も考えられるのではないかという感じである｡

いずれにしても,技術協力は,資金協力にくらへて,供与 受け入れ双方の側にとって,とかく興味の

少ないものとなりがちなものだが,ネパールのような国では,その協力上の重要性がとくに大きいと思う｡
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第6章 調査団メンバ-および日程

1 調 査 メ ンバ -

(1) 国内委員会

川 野 重 任 東京大学名誉教授

原 洋之介 東京大学東洋文化研究所教授

結 城 史 隆 八千代国際大学助教授

佐 藤 嘉 倫 横浜市立大学助教授

隅 田 裕 明 日本大学農獣医学部農芸化学科専任講師

広 瀬 次 雄 (財)アジア人口･開発協会事務局長

遠 藤 正 昭 (財)アジア人口･開発協会業務課長

西 川 由比子 (財)アジア人口･開発協会研究員

(2) 予備調査メンバー (昭和63年7月17日～24日)

広 瀬 次 雄 調査団長 (前出)

遠 藤 正 昭 調査団員 (前出)

(3) 現地調査メ ンバ- (昭和63年8月14日～30日)

川 野 重 任 調査団長 (前出)

結 城 史 隆 調査団員 (前出)

遠 藤 正 昭 調査団員 (前出)
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2 調査協力者

(1) 日本大使館

葡 地 一 昭 大使

室 本 隆 司 二等書 記官

(2)Rashitria Panchayat

Hon.DronaS,I,B.Rand

Hon.ShareSlnghBhandam

Hon.Pre机 BahaduShahl

Hon.Padanl BdI･Sapkota
Hon.HavaRajSubedl

Mll.JeevanLalSatyal

Ml∴BIShnuD Upl･ety

Mr.Manohar PrasadBhat,taral

(3) Ministry ofAgriculture

Hon.KrlShlnaC.Shrestha

Ml∴AkrurN.Rana

Mr.StddlNathRegml

Dr.S.M.N.Subhanl

Mr.Nal･endraK.Basnyat

(4) NationalCommission on Population

Mr.ShankerR.Pat,hah

Dr.RaghabD.Pant
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Chairman,RashltrlaPanchayat

Forum onPopulationandDevelopment

AssistantMlnisterforPanehayatand

LocalDeveloprnent

AssistantMlnlSterro上-CIVllSupplies

MemberofRash-tl､1aPanchyat

Chairman,RashltrlaPanchayat(RP)

Secretary,氏.P.Secretanat

AssistantSecretary,氏.P.Secretal･lat

SectlOnOfficer,A,P"Secl･etarlat

MlmSter

Secretary

DlreCtOrGeneral,Dept.ofAgriculture

ActlngDlreCtOrGeneral,°ept,Food

andAgrlCulturalMarketlngServICeS

DlreCtOrGeneralDept,Cooperative

Development

ViceChairman

SeniorEconomicAdviser



(5) Bhaktapur District

Mr.ThaneshorPl､asadKolrala ChieforDIStl､ICtOfflCel､

(6) Kabrepalanchock District

Mll.ChamarSingLama Distl,letChairman

Mr.SatyaNarayanShresta ChlefofSathlGhaarBhagavatl

GaonPanchayat

(7) Expert

Mr.DlbakarPoudyal

Mr.NandaKIShorShahl

Mr,MonolShl･eStha

(8) FamiJy Planning Association ofNepal

Mr.YadavKharel Dll,eCtOl･General

-63



調 査 日 程

期間 :昭和63年8月14日～30日

月 日

8月14日 (目)

15日 (ju

16El(A)

17日 (水)

18日 (木)

19日 (金)

20日 (土)

21[](日)

22日 (月)

23日 (火)

調 査 概 要

o成円発,-ンコク着｡

oバンコク免 カトマンズ着o

opatan区朝市見学｡

｡日本大使館訪問｡有地一昭大使表敬｡

oHon.°ronaS.J.B.Ranaネパール人口 ･開発議員フォ-ラム会長表敬｡

oH本大使招宴｡

oKIrtlpur区農村部見学.

o農業省訪問oネパ-ル農業概要の説明を受けるo

oBhaktapur郡知事表敬o Bhaktapul､郡の農業事情について説明を受ける｡

oBhaktapur郡Balakot区農村部見学o

oBalakot区農家訪問｡住民インタビューo

oj順子重任 (団長)帰国oカトマンズ乳 バンコク着｡

o収集資料整理｡

oカトマンズ乳 Kabl.ePalanchok郡着o

oKabrepalanlanchok郡議長表敬oKabrepalanchok郡の農業事情について

説明を受ける｡

oKabrepalanchok郡Bhagabatl区Ward No.6農家訪問｡住民インタビュ

oBhagabatl区WardNo.9農家訪問O住民インタビューo

oKabl､ep'llanchok郡発,カトマンズ着O
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調 査 概 要

27日 (土)

28日 (日)

29日 (月)

30日 (火)

o中央統計局訪問｡

o農家アンケ-ト調査結果についてカウンターパートと協議｡

O農業省農業局訪問Oネパールの農業開発計画について説明を受ける｡

oネパール国会事務局長に現地調査報告｡

0日本大使館訪問｡重本隆司二等書記官に現地調査報告｡

oカトマンズ発,バンコク着｡

･休日

oESCAPにてネパール人口資料収集｡

Oバンコク発,成田着o
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予 備 調 査 日 程

期間 昭和63年7月17[]～7月24日

7月17日 (目)

18日 (月)

19日 (火)

20日 (水)

23日 (i)

査 概 要

o成田発,バンコク着o

oバンコク発,カトマンズ着｡

oネパール人口･開発議員フォーラム表敬 調査概要協議｡

Hon,DronaS.J.B.Rana フォ-ラム会昆 Hon.ShareS.Bhandam

AssIStantMlnlSterforPhanchayatandLocalDevelopmont,

Hon･PrLem.B.Shahl,AssistantMIIllSterforCIVllSupplleS｡

oF】本大使館表敬 調査概要協議o

有地一昭大使,室本隆司二等書記官｡

o調査概要協議｡

Dr.R,D.PEmto

o国家人口委員会副委員長表敬｡

o農業省表敬MlnlStel･OfAgrlCulture,Hon.KrlShnaC Shrestao

o国会議長表敬,Hon,NavaRajSubedl｡

oネパ-ル家族計画協会訪問,Mr,YadavKha1-el°

o夕食会,有地一昭大使主催｡

o調査概要協議 (ネパール専門家)0

アンケ ト内容一資料収集依楓 調査地区選定｡

oレセプション,ネパール人口･開発議員フォーラム主催｡

opanchkha1,KavredtstrlCt視察o

o調査概要協議 (ネパール専門家)a

｡日本大使館,調査報告,室本隆司二等書記官｡

oカトマンズ発,ハンコク着｡

-66-



-





第7章 資 料



_I

1｢= 二一





11･'-,ti.I(,ll,TIT,-押J軒汀Tr11,'TItwl＼■lヾ＼I
..∴ r･; 了 ∴

一

一,l(々 / 々i.Io /司｢細こ三二才 rU r/

＼＼＼
ヽ･｢･1＼.
0.･.･･..-普 望-アポ;I:幸 三

＼

0 ..‥. Tnl･rm 福祉事務所 ▲､二

川tl. 初1･r せき

瓜 ･.･:芸.rf :: ゲ-ツ ヨン I仁 O,こ

(1ト‥‥､..汁, . {t

/
･.

牽･-･･･抑 州領袖LL'i芸 叫 十 ､.//-
: :L

蒜,T･nt蕊 'S:TLn言 誓 学校 ＼､.＼･､
高等学校

,,tJt･と_岬 もす
＼.J,frL'爪 T7.ThtjI詞Tr
＼■＼●＼.

I---I--1-
tI-
∫--

--∫

Balakot,Bhaktapur dlStl-ict

- 72-



記 ≡⊇ ⊆ ⊆ 冨 冠

Bhagaw



C(井即l州lTyfltJTtVlくYOT日.lSTJON仙川lく･-Nt(PAl.

… L.t"ho,I,.梱 払

卜1 Nnmcorthe恥叩.,ndcnLR一撃 襲撃撃｣
TJ/ l'rc･.qenもmFmber8of_tl1-】houfiehold

NIIJTrF' : RAlJltionto ; Ret7卜 : Agl∋ ;Sex
'.thl!hc･rld : dlうn(:C :

1∴SLtLtl l 灘 143;ly)
E･.'1.-伽/､-′叫 - 仰 ･2.I

≡2.･P牟
PLOi6SLiP
･･･-･一~̀~T̀

I.:76:nGVu'告:)日 i::-('.㍗ .-崇 :,6v i,ニ
臣 - 可 恥 In ･ 3小 . T} !.,P.Ho._Fへ∧′〉-､くLト ′.

NnmeoH･pnch'lynt:一触 わ,'･/･

WtlrdNoL _._.?,
H(･tLlerTo･.aue ..〟e/'oL/

Mfll､itElll: Agc8t
SLnLtl8 T榊 rriEILtC

-1:'l:=∴r:･:-r二 一二 - -･-'-一一勘 二 g二月･--:･ -L1-- --二 一･三
n｡t･濫 γ , ,6 ,,､､ C3,I:, 3 I
1.M肝itnl SI:ntu.II:斗' 71 9{' Iln

1

l.NeverhlrLrried つ, ト1Rrlriod 3.1)ivol･ce

4.Scptlt･Elted 5.Widowf汀/Widr)W

2.F:dtlr/,fILjOTI

Rdりf:111iL7n:り'川1-,日.い1.1

5 .,舶 小L

/ ld?叫
仙1,I

g仲 dtLLf

'LEl.

11･(;IlllyOIJretI-Iorwr･ite 2.CfJnnt)iZ･rtOdI)rWrLite

2tl.

1.,tJtHlぐ1-｡01iT'g 2.ML･mCnlElryRt･hof'lnotlmmplctc 3.Fucmr洲htn 郎h･oc･t

･1..'uni｡･･hlAh凸Choo川 ･紬･iorhighschool. 6･'̂Md- /Ifn･ver巧
3.Oc(.uprllhm

l･ト (1･Llr,ivFl●ナor 2.AEtrictlHllral lntlOIJrF･r 3.WorItil哨 oth一･r 川,= 叩 rl,･
tttrnl･汁(･1州

'I.馳L.kjnt!jr)1) 5,約-かgingirlhou9edur,i(泊 6.Att･､El･ti叫 Wl･o･パ

74-



iI tty川Ih.)vo lltIyCllilllwhodiedbeL､tlL.e.PLcLl等egivedetai18.

: HtlX AgLIOf.d由州l:i CtLul事eOfdeaul

/I.,JII=:

lLI.=lHllJlr･H

l糾EJH､ilj･ytJUrlJit.thpLtICe?
Hl汁.I川川 (I J診_a__._.I～_～_Vi1l晩 一一敷 -帆_J ･unchuyaL茎イー…__叫 .DiBtricL-.一･･･一一 _■..･
･･･ r:: vL:i"三･二ノ'bJIC州 √ 一㌧""'･･ty･.IJb/'･13''′鮎
川 .I.… 1 .." (.u.～lust l胡 identce･J

~■~-＼_Di8trlet

I･uJJ川川l 叫一十〇23L____仰.…Vill･Lq帆 _rJ汲乱心HJ 'tltlChuynL一袋と_…_I_仰ーDistrict

州 一 一叫 ム》 9MJ_____VlLI仰-_.…___且も_.___...Pt"､chuygL…盈_I)1.,土一一MM_Di仙 .ic上

'J･り･'youlflL･_eivLl.tlnyrt'1nittlln(I.errO】uyourfaJllilywhoflJrp.tidyg()n(!Out?

lIYt;y tBLBJy~
]

riy.･L･･,lMwtFLuLJldidyourre(jftive? h.I___-叩Mq"I.___一一.1由./YtelJI､

･いりりy･川 OAT･1nyftiJnily鵬ubtir.d'wiz3htogo･)utft･omthisVil18ge?

L Yり五･, 心 材Ir
I

H1)t･S.bhLtti8日lereatlOll?

).l一.岬loynE.LTl1 2.Edul氾ti()n

:】･けいlOt也(Specify__.,.."N山_I_.MMHq__…____-")

ll I.LVilりミ(;tllLdiLions

lJ暮 IJllh･:j(･ItJVL-Jt3lltilHl巾outthehou帥 B PILt,rt▲youljv̀!now･

川 oy｡Iluveinyour-nI.ou8e7 Jiyeg '2･No

2N･- - fro°- 守 TOOm(9●)

日 加 ｡lditi8 ________～.Nl___ry鮒 8Old

LlI.;lLH:Irirled ＼L淵好 2.Nt,

… …= oi)eL 2 1･YeS も空し

-75-



日 11 11日･lll日日 L t'rutlL('(.doyouuSftr-'l･山･i-1king?
I≠♭e切dJ 2l･-1b liSpri''ti 4Lttke

':River U JT' 7p- - LllL 80ttter伽 cify)---1-----･1----

. "- ･Hy･:-18- it､一･･BLPyoul･S? L･Yes L 空-///

- 川 .i.山ltltkiM loL:<:huntie･?(Sptさ｡iry)一..一日._I____～I.1_I_._ー….__ _ _ _ _ _ _ _ … _ _

H l､… " '.yt)uutIUIgfor(:仙k川 gMltJheutilLf!?

ifirowooLI J LJ細 ′dung - ･汀0- -e

… =… 榊 附 ,･y)一 一 _【__I 9如tL√

F =･･3'･lll.yClは日比e 川 1■aSt5yeaL187 1･Yes LとJo

エリ 恥 山 llt. ki一一｡ or i:htmgc ワ (S l'è:il●y )-
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